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水と緑と人の和でうるおいのあるまち…………野木町

Vol.4９４
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… １８

…裏表紙

１０月１日現在
人口男１２,５９９人

女１２,８９５人
計２５,４９４人

世帯数 ９,２４４

町の人口

今月の納期

第 ５ 期

第 ５ 期

第 ５ 期

国民健康保険税

介 護 保 険 料
後期高齢者
医療保険料

… ４

2012

栃木県知事選挙及び栃木県議会議員補欠選挙
この１年重点的に進めている施策

町からのお知らせ

・４種混合予防接種の開始

・マスコットキャラクターの募集

広報連絡委員レポート 「わがまち 野木町」

シリーズ野木町のごみ処理⑫

ごみのリサイクル施設等整備基本設計」（６）

町の鳥が「ふくろう」に決まりました鎧

○写真提供

成鳥…写団のぎ 井上民利氏

ヒナ…近藤光治氏
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■
町
の
活
性
化
策

●
組
織
・
機
構
改
革

（

年
４
月
～
）

２４

町
の
重
要
施
策
を
迅
速
で
効
率
的

に
執
行
す
る
た
め
、
政
策
課
に
「
開

発
推
進
担
当
」、
生
活
環
境
課
に
「
ご

み
処
理
施
設
等
建
設
担
当
」
の
２
つ

の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
新
設
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

●
野
木
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

（

年
３
月
）

２４

町
の
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
将
来

像
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
都
市
計

画
の
指
針
と
す
る
た
め
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
３
月
に
策
定
し

ま
し
た
。

年
の
都
市
計
画
長
期
プ
ラ
ン
で
す
。

２０
●
企
業
誘
致
の
推
進（

年
４
月
～
）

２４

町
は
、
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
工
業
団
地
の
未
利
用
地
等
に
つ

い
て
、
地
元
企
業
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
も
と
に
、
企
業
誘
致
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
、
本
年
7
月
か
ら
誘

致
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
今
後
も
、

引
き
続
き
企
業
誘
致
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
野
木
町
市
民
農
園
の
設
置

（

年
５
月
）

２４

町
民
の
皆
様
に
農
産
物
の
栽
培
及

び
収
穫
を
通
し
て
自
然
と
ふ
れ
あ
う

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健

康
で
ゆ
と
り
あ
る
余
暇
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
野
木
町
市
民
農
園
を
設

置
し
、
５
月
か
ら
貸
し
出
し
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

●
野
木
町
煉
瓦
窯
保
存
修
理
工
事

（

年
９
月
～
）

２３

重
要
文
化
財
の
野
木
町
煉
瓦
窯
は
、

老
巧
化
が
進
み
崩
壊
の
危
険
が
あ
り

ま
し
た
。

町
で
は
、
国
等
の
補
助
を
受
け
て

年
９
月
か
ら
保
存
修
理
工
事
に
着

２３手
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
工
事
の
完
成
は

年
３
月

２６

の
予
定
で
す
。

ま
た
、
特
別
公
開
（

年
７
月
）

２４

で
は
、
工
事
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

蚕
蚕
こ
の
１
年
重
点
的
に
進
め
て
い
る
施
策
蚕
蚕

（4）（4）（4）

～小さくてもキラリと光るまちをめざして～～小さくてもキラリと光るまちをめざして～

な
お
、
９
月
議
会
の
平
成

年
度

23

一
般
会
計
決
算
に
お
き
ま
し
て
、

小
・
中
学
校
間
の
費
用
の
流
用
に
つ

い
て
不
適
切
な
事
務
処
理
が
あ
り
、

議
会
で
決
算
が
不
認
定
と
な
り
ま
し

た
。
小
学
校
費
か
ら
中
学
校
費
の
予

算
流
用
（
移
動
）は
自
治
法
に
反
す
る

行
為
で
し
た
の
で
深
く
お
詫
び
申
し

あ
げ
ま
す
。
こ
の
結
果
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
再
発
防
止
に
職
員
一
同
、

懸
命
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
議

会
、
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
共

率
直
・
的
確
な
ご
指
導
を
頂
き
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
決

算
の
そ
の
他
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
回
も
２
億
５
千
万
円
ば
か
り

基
金
に
積
み
戻
せ
ま
し
た
事
等
、
健

全
性
を
保
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
協
力
の

お
陰
と
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

野
木
町
が
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光

る
町
と
し
て
相
応
し
い
姿
に
近
づ
け

る
よ
う
全
力
で
、
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

現
在
野
木
町
煉
瓦
窯
の
改
修
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
町
も
改
革
に

向
け
常
に
理
想
の
姿
に
向
け
鋭
意
努

力
致
し
ま
す
。

キ
ラ
リ
と
光
る
野
木
町
の
実
現

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
い
ま
ま
で
の
反
省
材
料
を
基
に
、

し
っ
か
り
と
将
来
を
見
据
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

現
在
野
木
町
で
は
、
子
育
て
し
や

す
い
町
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め

る
町
、
暮
ら
し
や
す
く
住
み
や
す
い

町
等
、
目
標
を
掲
げ
進
ん
で
い
ま
す
。

特
に
教
育
と
福
祉
に
は
力
を
入
れ
、

子
育
て
す
る
な
ら
野
木
町
で
、
住
み

た
く
な
る
町
、
野
木
町
へ
、
と
い
う

思
い
で
施
策
の
充
実
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

町
の
活
性
化
策
、
少
子
高
齢
化
対

策
、
町
の
安
全
安
心
策
の
３
重
点
施

策
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
変
わ
ら

ず
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
実
施
に
は
町
民
の
皆
様
と
の
協

働
が
あ
っ
て
こ
そ
、
大
き
な
結
実
が

得
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
共
宜
し
く
ご
協
力
の
程
を
お
願

い
致
し
ま
す
。



●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

（

年
４
月
）

２４

今
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し
て
、

町
内
で
公
共
的
・
公
益
的
活
動
を
行

う
構
成
員
５
人
以
上
の
団
体
に
対
し
、

事
業
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
野
木

町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補

助
金
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
書
類
審
査
及
び
公
開

審
査
を
経
た
9
団
体
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
し
た
。

●
小
山
栃
木
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

７
号
小
山
野
木
線
都
市
計
画
決
定

（

年
３
月
）

２４

野
木
町
と
小
山
市
の
市
街
地
を
結

ぶ
都
市
間
連
絡
道
路
の
整
備
を
図
る

た
め
の
都
市
計
画
決
定
が
さ
れ
ま
し

た
。今

後
は
、
県
道
認
定
と
共
に
整
備

促
進
に
向
け
て
県
へ
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

●
野
木
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業

（

年
３
月
～
）

２３

町
内
で
生
産
さ
れ
た
二
条
大
麦
を

原
料
に
花
酵
母
ひ
ま
わ
り
を
使
用
し

た
本
格
麦
焼
酎
「
の
ぎ
あ
か
り
」
を
野

木
町
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
販
売
開
始
。

ま
た
、
「
ひ
ま
わ
り
サ
ブ
レ
」「
ひ

ま
わ
り
パ
イ
」「
ひ
ま
わ
り
娘
」「
ひ
ま

わ
り
バ
ー
ガ
ー
」「
提
灯
も
み
」も
ブ

ラ
ン
ド
品
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

●
産
業
活
性
化
対
策
事
業

（

年

月
）

２４

１１

町
内
産
業
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
に
対

し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

・
軽
ト
ラ
市
事
業

軽
車
両
に
よ
る
物
産
等
の
販
売
と
地
域
交
流

・
若
手
後
継
者
育
成
事
業

中
小
企
業
の
若
手
後
継
者
育
成

●
県
営
佐
川
南
地
区
土
地
改
良
事
業

（

年
５
月
～
）

２４

本
年
５
月
地
区
計
画
が
確
定
さ
れ
、

佐
川
野
・
川
田
・
南
飯
田
（
小
山
市
）

地
区
に
お
い
て
、
効
率
的
・
安
定
的

に
経
営
体
（
担
い
手
）
を
育
成
し
、
農

地
の
集
積
及
び
生
産
性
の
向
上
を
図

り
、
さ
ら
に
野
木
東
工
業
団
地
に
通

じ
る
道
路
や
周
辺
農
地
の
大
雨
時
冠

水
被
害
の
改
善
策
も
併
せ
た
圃
場

（
農
地
）整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

歳
未
満
の
独
立
・
自
営
就
農
者

４５
で
、
平
成

年
４
月
以
降
新
規
就
農

２０

し
た
方
に
、
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」に

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
上
で
、
年
間
１

５
０
万
円
を
最
長
５
年
間
給
付
す
る

事
業
の
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
町
の
安
全
・
安
心
策

●
被
災
住
宅
修
繕
補
助
事
業

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
災
さ

れ
た
住
宅
等
の
修
繕
費
補
助
と
し
て
、

上
限
５
万
円
の
補
助
の
実
施
を
行
い

ま
し
た
。（

年
３
月

日
を
も
ち
ま

２４

３１

し
て
、
受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。）

●
町
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
「
キ
ラ
輪
号
」本
格
運
行

試
行
運
行
を
し
て
お
り
ま
し
た
、

「
キ
ラ
輪
号
」
が
本
格
運
行
と
な
り

ま
し
た
。

現
在
、
ワ
ゴ
ン
車
１
台
、
セ
ダ
ン

車
２
台
で
の
運
行
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
自
主
防
災
組
織
の
結
成（

年
度
）

２４

年
４
月
、
野
木
区
に
お
い
て
自
主

２４防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
6

月
に
は
防
災
研
修
会
を
開
催
し
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

●
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
設
置

（

年

月
）

２４

１０

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
、
苦
情

な
ど
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
処
理
し
、

町
民
の
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
野
木
町
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
を
産
業
課
内
に
設
置
し

ま
し
た
。

●
防
災
体
制
の
整
備

（

年
度
）

２４

年
６
月
に
、
既
設
の
町
防
災
行

２４
政
無
線
（
移
動
系
）の
老
朽
化
等
に
伴

い
、
災
害
時
の
通
信
手
段
と
し
て
新

た
に
防
災
用
デ
ジ
タ
ル
無
線
（
Ｍ
Ｃ

Ａ
無
線
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
に
町
内
９
ヶ
所
の
避

難
所
の
体
育
館
な
ど
に
、
災
害
時
に

避
難
者
な
ど
が
利
用
で
き
る
公
衆
電

話
の
端
子
盤
を
設
置
し
ま
し
た
。
１

つ
の
避
難
所
に
つ
き
２
～
３
台
の
電

話
が
災
害
時
に
利
用
可
能
と
な
り
ま

す
。

●
小
中
学
校
耐
震
補
強
工
事
な
ど

年
度
は
友
沼
小
の
屋
内
運
動
場

２３
耐
震
補
強
工
事
と
、
野
木
中
旧
屋
内

運
動
場
耐
震
補
強
工
事
実
施
設
計
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
各
小

中
学
校
の
被
害
個
所
の
改
修
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

年
度
は
野
木
中
旧
屋
内
運
動
場

２４
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
全
て
の

小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
が
完
了

し
ま
す
。

(5)

この１年（Ｈ２３．１２～Ｈ２４．１１）重点的に進めた施策この１年重点的に進め ている施策
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この１年（Ｈ２２．１２～Ｈ２３．１１）重点的に進めた施策この１年重点的に進め ている施策

●
新
４
号
国
道
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業

古
河
市
と
の
協
定
に
よ
り
、
平
成

年
度
か
ら
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

２１り
、
こ
れ
ま
で
測
量
及
び
用
地
買
収

等
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

●
地
域
防
災
計
画
の
改
定

東
日
本
大
震
災
の
反
省
･
課
題
に

つ
い
て
、
防
災
計
画
の
改
定
を
行
い

ま
す
。

●
役
場
本
館
耐
震
補
強
事
業

（

年
７
月
～
）

２４

役
場
本
館
の
地
震
に
対
す
る
建
物

の
耐
力
を
補
強
し
、
か
つ
、
災
害
時
、

役
場
に
対
策
本
部
を
設
置
す
る
際
に

必
要
な
構
造
耐
震
指
標

値

を

Is

０.９

確
保
す
る
た
め
、
野
木
町
役
場
本
館

耐
震
補
強
工
事
実
施
設
計
を
発
注
し

ま
し
た
。
工
事
は
、
平
成

年
度
を

２５

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
開
始

（

年
４
月
～
）

２４

重
度
の
身
体
障
が
い
の
あ
る
方
を
対

象
に
、
訪
問
に
よ
り
居
宅
で
入
浴
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

●
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
開
設

（

年

月
～
）

２４

１０

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」の
施
行
に

伴
い
、
「
野
木
町
障
が
い
者
虐
待
防

止
セ
ン
タ
ー
」
を

月
に
開
設
し
ま

１０

し
た
。
障
が
い
者
の
虐
待
な
ど
に
つ

い
て
の
ご
相
談
・
通
報
・
お
問
い
合

わ
せ
を
、
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
や
す
ら
ぎ
の
郷
野
木
霊
園
第
２
期
整
備
事
業

（

年
度
～
継
続
）

２２

本
年
９
月
よ
り
第
２
期
整
備
分
と

し
て
、
芝
生
墓
地
３
７
０
基
、
普
通

墓
地
１
６
８
基
の
整
備
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
工
事
終
了
は
、
平
成
２５

年
３
月

日
迄
で
、
墓
地
使
用
者
の

２７

募
集
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
度
早

２５

々
に
行
う
予
定
で
す
。

■
少
子
高
齢
化
対
策

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

子
育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
人

（
ま
か
せ
て
会
員
）と
子
育
て
の
援
助

を
受
け
た
い
人
（
お
ね
が
い
会
員
）
が

会
員
と
な
っ
て
、
会
員
相
互
に
よ
る

育
児
の
援
助
活
動
を
行
う
た
め
に
、

月
よ
り
会
員
募
集
を
行
い
ま
す
。

１１●
小
中
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事
を
実
施

年
度
は
小
中
学
校
空
調
設
備
設

２３
置
工
事
実
施
設
計
を
実
施
し
ま
し
た
。

年
度
は
小
中
学
校
空
調
設
備
設

２４
置
工
事
を
８
月
ま
で
に
実
施
し
ま
し

た
。各

学
校
で
は
２
学
期
か
ら
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は

快
適
な
環
境
で
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
予
防
接
種
助
成
の
拡
充

（

年
４
月
）

２４

感
染
症
予
防
・
子
育
て
支
援
対
策

と
し
て
町
独
自
施
策
と
し
て
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
か
ら
は
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
よ
り
安
全
性
の
高

い
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
切
り
替
え

ま
し
た
。

●
若
者
出
会
い
応
援
事
業
実
施

年

月
と

年
３
月
で
の
２
回

２３

１２

２４

実
施
し
、
合
計

組
の
カ
ッ
プ
ル
が

１７

誕
生
し
、
現
在
ま
で
に
一
組
が
結
婚

ま
で
い
た
り
ま
し
た
。

●
新
・
佐
川
野
学
童
保
育
室

佐
川
野
学
童
保
育
室
は
、
佐
川
野

小
学
校
の
体
育
館
２
階
で
開
設
し
て

い
ま
し
た
が
利
用
人
数
が
増
加
し
た

為
、
佐
川
野
学
童
保
育
室
を
新
設
、

年
４
月
に
開
所
し
ま
し
た
。

２４
９
月
１
日
現
在
１
年
生
か
ら
５
年

生
ま
で

名
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用

１８

し
て
い
ま
す
。

●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充

（

年
度
～
継
続
）

２２

子
育
て
し
や
す
い
町
を
目
指
し
、

子
ど
も
の
疾
病
の
早
期
発
見
、
治
療

の
促
進
と
子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的

支
援
の
た
め
、
中
学
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
次
年
度
は
対
象
枠
を

歳
ま
で
広

18

げ
る
計
画
で
す
。

●
軽
度
生
活
支
援
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
で
日
常
生
活

に
不
便
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
を
対

象
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
生
活
の
支
援
を
し
ま
す
。

利
用
内
容
は
、
室
内
の
掃
除
な
ど

の
家
事
援
助
、
身
の
回
り
の
お
世
話

な
ど
の
身
体
介
助
な
ど
で
す
。

●
安
全
・
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

地
域
の
み
な
さ
ん
が
日
常
生
活
の

中
で
、
近
所
の
高
齢
者
等
を
さ
り
げ

な
く
見
守
り
な
が
ら
、
何
ら
か
の
変

化
を
早
め
に
見
つ
け
必
要
な
支
援
を

し
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の
災
害
時
に

も
支
援
を
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
５
地
区
で
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
度
は
松
原
地
区
・

潤
島
地
区
・
佐
川
野
地
区
の
３
地
区

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

今
後
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

向
け
拡
充
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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スポーツの秋
運動会
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投
稿交

通
死
亡
事
故
を
再
認
識

マ
ロ
ニ
エ
号
に
よ
る
交
通
安
全
講
習
会
開
催

潤
島
区
長

須
田

成
治

高
齢
者
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡

事
故
が
連
日
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
潤
島
区
で
は
７
月

日
潤
島

２４

公
民
館
に
て
栃
木
県
交
通
安
全
教
育

車
供
マ
ロ
ニ
エ
号
僑
に
よ
る
「
高
齢

者
の
た
め
の
交
通
安
全
講
習
会
」
を

高
齢
者
（
福
寿
会
）
を
対
象
に
開
催
し

ま
し
た
。死
亡
者
の

％
が
高
齢
者

６０

で
自
転
車
事
故
が
増
加
し
て
お
り
自

転
車
に
よ
る
出
発
、停
止
時
の
後
方

安
全
確
認
の
履
行
に
よ
る
交
通
ル
ー

ル
、マ
ナ
ー
の
厳
守
、目
立
つ
服
装
の

着
用
、反
射
材
の
使
用
に
よ
る
防
止

対
策
や
ス
ラ
イ
ド
映
像
に
よ
る
交
差

点
・
横
断
歩
道
事
故
事
例
の
恐
ろ
し

さ
を
改
め
て
実
感
し
て
交
通
事
故
防

止
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、出
席
者
か

ら
「
と
て
も
為
に
な
っ
て
ヨ
カ
ッ
タ
、

し
っ
か
り
守
ろ
う
」の
声
も
聞
か
れ

た
大
変
有
意
義
な
講
習
会
で
し
た
。

交
通
安
全
講
習
会
は
毎
年
２
回
開

催
し
て
お
り
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

す
も
の
で
す
。

トピックス ～町の話題・投稿～

食
生
活
改
善
推
進
員
会
が
開
催

親
子
で
一
緒
に
ク
ッ
キ
ン
グ

平
成

年
度
「
お
や
こ
食
育
教
室
」

２４

を
開
き
、

組

人
の
親
子
が
参
加
。

１０

２０

食
生
活
改
善
推
進
員
の
指
導
で
地

元
の
新
鮮
農
産
物
な
ど
を
使
っ
た
料

理
を
作
り
ま
し
た
。

親
子
は
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

ご
は
ん
を
ス
ー
プ
に
ひ
た
し
て
食
べ

る
供
ス
ー
プ
カ
レ
ー
僑、
手
作
り
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
を
か
け
た
供
か
ぼ
ち
ゃ
サ

ラ
ダ
僑、
カ
レ
ー
に
あ
う
乳
酸
ド
リ

ン
ク
供
フ
ル
ー
ツ
ラ
ッ
シ
ー
僑
な
ど

を
作
り
ま
し
た
。

料
理
の
出
来
具
合
を
話
し
合
い
な

が
ら
料
理
を
試
食
し
、
子
ど
も
達
は

「
自
分
達
で
切
っ
た
り
、
炒
め
た
り

し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
フ
ル

ー
ツ
ラ
ッ
シ
ー
は
簡
単
で
お
い
し
か

っ
た
。
家
で
も
作
り
た
い
」
と
う
れ

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員
会
は
「
私
達

の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
町
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り

を
応
援
す
る
供
食
僑

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
で
す
。

今
後
も
「
食
育
講

座
」
な
ど
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

「
栃
木
県
子
ど
も
の
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
外

９
月
１
日
、
宇
都
宮
市
内
で
「
子

ど
も
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
第
２
次
審

査
会
」
が
開
催
さ
れ
、
野
木
町
か
ら

は
南
赤
塚
小
学
校
６
年
真
瀬
瑛
理
さ

ん
と
３
年
真
瀬
裕
崇
さ
ん
の
作
品

「
ダ
ン
ラ
ン
★
ご
は
ん
」
が
見
事
入

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
家
庭
の
日
に

家
族
と
食
べ
る
楽
し
い
ご
は
ん
」。

県
内
に
住
む
小
学
生
５
８
０
名
か
ら

３
９
６
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
第
１

次
審
査
を
通
過
し
た

作
品
を
対
象

１２

に
実
際
に
料
理
を
作
っ
て
も
ら
い
、

第
２
次
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
に
輝
い
た
「
ダ
ン
ラ
ン
★
ご

は
ん
」
や
町
内
の
子
ど
も
達
か
ら
応

募
の
あ
っ
た
作
品
は

月
の
産
業
祭

１１

で
食
生
活
改
善
推
進
員
が
担
当
す
る

「
地
産
地
消
・
食
育
コ
ー
ナ
ー
」
で

展
示
す
る
予
定
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

に
合
わ
せ
、
区
・
自
治
会
の
ご
協
力

の
も
と
、
町
内
全
域
に
お
い
て
道
路

清
掃
等
の
美
化
運
動
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
町
内
全
域
で
５
４
１

８
名
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
道
路
を
き
れ
い
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

作
業
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
草
刈
り
、
小
枝
切
り
作
業
総
延
長

万
８
８
８
９
斡

１５

☆
回
収
し
た
草
、
ゴ
ミ

６
８
１
０
茜

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
協
力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
道
路
や
側
溝
の
破
損
な
ど

の
あ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課

撒（

）
４
１
５
５

５７



録
湿
地
と
な
っ
た
渡
良
瀬
遊
水
地

に
隣
接
し
た
場
所
に
も
生
息
し
て

い
る
。

⑤
「
ふ
く
ろ
う
」は
、
福
を
呼
ぶ
鳥
と

言
わ
れ
、「
不
苦
労
」「
福
来
朗
」「
福

老
」
な
ど
の
字
を
当
て
て
縁
起
の

良
い
鳥
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

た
め
野
木
町
の
象
徴
と
し
て
相
応

し
い
。

教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

９
月
の
定
例
議
会
で
西
巻
ち
ず
子

氏
及
び
中
野
晴
永
氏
の
教
育
委
員
選

任
が
同
意
さ
れ
、
町
長
か
ら
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

トピックス ～町の話題・投稿～

町
の
鳥「

ふ
く
ろ
う
」に

決
定

町
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」、
町
の
木

「
え
ん
じ
ゅ
」
に
対
し
、
町
の
鳥
が

制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
町

制
施
行

周
年
を
記
念
し
、
野
木
町

50

に
ふ
さ
わ
し
い
町
の
鳥
を
定
め
自
然

環
境
に
対
す
る
維
持
・
保
全
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

公
募
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

名
の
方
か
ら

種

65

１8

の
鳥
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
ご
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

①
フ
ク
ロ
ウ（

件
）

28

②
キ
ジ（
8
件
）

③
カ
ワ
セ
ミ
（
4
件
）

④
シ
ラ
サ
ギ
（
3
件
）

⑤
ツ
バ
メ
（
3
件
）

⑥
ウ
グ
イ
ス
（
2
件
）

⑦
オ
ナ
ガ（
2
件
）

⑧
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
（
2
件
）

⑨
キ
ジ
バ
ト
（
2
件
）

⑩
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
（
2
件
）

⑪
ス
ズ
メ
（
2
件
）

⑫
オ
オ
タ
カ
（
1
件
）

⑬
カ
モ
（
1
件
）

⑭
サ
シ
バ（
1
件
）

⑮
ツ
ミ
（
1
件
）

⑯
ノ
ス
リ
（
1
件
）

⑰
ハ
ク
セ
キ
レ
イ（
1
件
）

⑱
ヒ
バ
リ
（
1
件
）

こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
様
々
な
視

点
で
選
定
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、「
ふ
く
ろ
う
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
町
の
鳥
「
ふ
く
ろ
う
」

の
選
定
を
期
に
ふ
く
ろ
う
が
繁
殖
・

成
長
で
き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
自
然

環
境
を
大
切
に
し
、
多
く
の
人
々
が

楽
し
く
自
然
に
ふ
れ
あ
え
る
町
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
定
理
由

①
「
ふ
く
ろ
う
」
が
応
募
数
で
最
も
多
か
っ
た
。

②
宅
地
化
が
進
ん
だ
野
木
町
に
お
い

て
、「
ふ
く
ろ
う
」
が
生
息
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
営
巣
に
適
し

た
豊
か
な
自
然
環
境
が
保
全
さ
れ

て
い
る
証
で
あ
る
。

③
可
愛
く
特
徴
の
あ
る
容
姿
で
あ
る
。

（
特
に
幼
鳥
の
愛
ら
し
さ
は
特
別
）

④
将
来
に
わ
た
り
自
然
環
境
の
保
全

が
図
ら
れ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

第

回
野
木
町

１４
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
月

日
に
野
木
中
学
校
、
野
木

１９

第
二
中
学
校
に
て
第

回
野
木
町
ソ

１４

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
瀬
町
長

も
あ
い
さ
つ
に
見
え
、
関
東
１
都
６

県
、
全

チ
ー
ム（
２
６
１
名
）に
よ

４８

る
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
野
木
町
の
チ
ー
ム
は
、
女
子
シ

ル
バ
ー
の
部
２
位
グ
ル
ー
プ
優
勝

「
に
こ
に
こ
」、
準
優
勝
「
さ
く
ら
ク

ラ
ブ
」、
混
合
フ
リ
ー
の
部
１
位
グ

ル
ー
プ
準
優
勝
「
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
」

が
み
ご
と
入
賞
し
ま
し
た
。

（新任）西巻ちず子氏（再任）中野晴永氏

(9)



（10）

投
稿

招
待
者
大
満
足
で
癒
し
の
祝
賀
会

潤
島
の
敬
老
祝
賀
会

潤
島
区
長

須
田

成
治

潤
島
の
敬
老
祝
賀
会
が
敬
老
の
日

の
９
月

日
潤
島
公
民
館
で
行
わ
れ

１７

ま
し
た
。
毎
年
敬
老
の
日
に
開
催
さ

れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
楽
し
み
の
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
招
待
者（

歳
以
上
）は
２

７０

６
０
名
で
昨
年
よ
り

名
増
加
し
、当

２３

日
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
班
長

さ
ん
に
記
念
品
を
届
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

用
意
し
た
席
１
２
０
も
満
席
と
な

り
、会
場
は
お
し
ゃ
べ
り
と
笑
い
で
熱

気
む
ん
む
ん
。余
興
の
第
一
部
に
は
特

別
ゲ
ス
ト
の
美
寿
々
す
み
子
さ
ん
が

民
謡
、唄
、語
り
を
披
露
。会
場
の
一
人

一
人
に
話
し
か
け
る
よ
う
な
表
情
豊

か
で
味
わ
い
深
い
語
り
と
素
晴
ら
し

い
歌
声
に
、会
場
は
笑
い
と
涙
と
感
動

に
包
ま
れ
ま
し
た
。二
部
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
で
は

名
が
参
加
。お
楽
し
み
抽

２０

選
会
で
は
当
た
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。

今
年
も
有
意
義
な
潤
島
区
の
敬
老

祝
賀
会
で
し
た
。

トピックス ～町の話題・投稿～

「
日
本
人
初

熱
気
球
世
界
選
手
権
で
３
位
」

藤
田

雄
大

さ
ん
（
友
沼
）

８
月
に
ミ
シ
ガ
ン
州
バ
ト
ル
ク
リ

ー
ク
で
行
わ
れ
た
第

回
熱
気
球
世

２０

界
選
手
権
で
友
沼
の
藤
田
雄
大
さ
ん

が
見
事
日
本
人
初
の
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
が
熱
気
球
を
始
め
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
お
父
様
の

影
響
で
、
幼
い
頃
か
ら
の
憧
れ
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

歳
の
頃
ラ
イ
セ
ン

１８

ス
を
取
得
し
て
、
今
で
は
、
年
間
約

回
の
大
会
に
出
場
し
、
そ
れ
に
向

１０け
て
渡
良
瀬
遊
水
地
で
練
習
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

今
の
目
標
は
、
熱
気
球
日
本
グ
ラ

ン
プ
リ
の
４
連
覇
で
、
必
ず
達
成
し

た
い
、
そ
し
て
今
後
の
夢
は
、
お
父

様
の
夢
で
も
あ
る
、
世
界
一
の
メ
ダ

ル
を
持
ち
帰
る
こ
と
と
今
後
の
意
気

込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

エ
ク
メ
ア
フ
ァ
シ
ア
ー
タ
を
育
て
て

横
山

さ
ん
（
丸
林
）

野
木
町
で
は
「
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
運

動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

エ
ク
メ
ア
フ
ァ
シ
ア
ー
タ
と
い
う
珍

し
い
植
物
を
育
て
て
い
る
丸
林
の
横

山
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

エ
ク
メ
ア
フ
ァ
シ
ア
ー
タ
は
、
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
科
の
植
物
で
、
エ
ク
メ
ア
属

の
常
緑
多
年
草
で
す
。

一
度
開
花
し
た
株
に
は
再
び
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
は
な
く
、
花
が
終
わ
っ

た
頃
、
親
株
の
基
部
に
子
株
吸
枝
が
発

生
し
、
こ
れ
を
切
り
は
な
し
て
新
し
く

育
て
ま
す
。
親
株
も
そ
の
ま
ま
育
て

る
と
２
～
３
個
の
子
株
が
出
来
ま
す
。

横
山
さ
ん
と
エ
ク
メ
ア
フ
ァ
シ
ア

ー
タ
の
出
会
い
は
、

年
程
前
で
、
と

３０

て
も
珍
し
い
き
れ
い
な
花
だ
っ
た
の

で
、
育
て
て
み
よ
う
と
思
っ
た
そ
う
で

す
。
今
で
は

～

株
に
な
り
、
た
く

５０

６０

さ
ん
の
人
に
も
渡
り
ま
し
た
。
今
後

も
育
て
て
、
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
た
ら
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

車
椅
子
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

９
月
７
日
よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル

「
五
家
英
子
と
み
ん
な
で
楽
し
く
踊

ろ
う
会
」
様
よ
り
車
イ
ス
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
車
イ
ス

は
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
ホ
ー
プ
館
）

で
貸
出
用
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。

〈
キ
ラ
輪
号
〉
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

撒（

）
３
１
０
０

５７

政
策
課

撒（

）
４
１
１
３

５７

〈
キ
ラ
輪
号
〉
は
、
町
の
中
な
ら

「
ど
こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」

乗
り
降
り
で
き
る
、
公
共
の
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
出

か
け
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
利
用
に
は
あ
ら
か
じ
め

登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 予約センター

緯５４－５５１５
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■
こ
こ
か
ら
抜
き
出
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
た
め
大
事
に
至
ら
ず
。

興
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

消
防
署
・
役
場
が
、
各
家
庭
へ
出

向
し
て
訪
問
販
売
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〔
悪
質
な
訪
問
販
売
の
例
〕

○「
消
防
署（
ま
た
は
役
場
）か
ら
来

ま
し
た
。」
と
嘘
を
つ
く
。

○
強
引
に
部
屋
に
押
し
入
っ
て
点

検
の
ふ
り
を
し
て
売
り
つ
け
る
。

情
報
公
開
請
求
状
況

問
総
務
課

撒（

）
４
１
１
４

５７

年
４
月
～
９
月
の
情
報
公
開
請

２４
求
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
町
政
に
対
す
る
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
町
政
へ
の
町
民

参
加
を
促
進
し
、
公
正
で
開
か
れ
た

町
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、
町
が
保

有
す
る
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん
の
請

求
に
応
じ
て
公
開
す
る
も
の
で
す
。

防

火

ポ

ス

タ

ー

展

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（

）
３
１
５
６

２１

管
内
の
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年

生
か
ら
募
集
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

を
開
催
し
ま
す
。
お
子
様
の
力
作
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日

時

月
６
日
～

日

１１

１１

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

会

場

ま
ち
か
ど
美
術
館（
小
山
市
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（

）
３
１
５
６

２１

年
６
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
住

２１
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
と
な
り
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
「
寝
室
」
で
す
（
※

煙
感
知
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
）。

寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
は
階
段

に
も
設
置
し
ま
す
。

興
奏
功
事
例

仏
壇
に
立
て
た
線
香
が
倒
れ
、
仏

壇
下
の
座
布
団
に
落
下
し
出
火
。

家
人
は
外
出
し
て
い
た
た
め
、
換

気
口
か
ら
の
白
煙
と
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
鳴
動
に
付
近
住
民
が
気
付
き
、

１
１
９
番
通
報
。
早
期
発
見
で
あ
っ

月
９
日
（
金
）～

日
（
木
）

１１

１５

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

問
総
務
課

撒（

）
４
１
２
８

５７

消
す
ま
で
は

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

（
２
０
１
２
全
国
統
一
防
火
標
語
）

空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
の
意

識
を
一
層
高
め
、
家
庭
や
地
域
か
ら

の
火
災
発
生
を
防
止
し
、
犠
牲
者
や

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、
秋
季
全

国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
本
部
管
内
で
、
昨
年
１
年
間

に
発
生
し
た
火
災
に
よ
る
死
者
は
４

人
で
、
火
災
件
数
は

件
で
す
。
出

７２

火
原
因
の
１
位
は
「
放
火
及
び
放
火

の
疑
い（

件
）」、
２
位
は
「
こ
ん
ろ

１７

（
９
件
）」、
３
位
は
「
た
ば
こ（
７

件
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
期
間
中
の
実
施
事
項
）

○
消
防
団
に
よ
る
火
災
予
防
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
（
午
後
７
時
に

秒
鳴
ら

１５

し
、
６
秒
停
止
を
３
回
繰
り
返
し
）

○
消
防
職
員
が
訪
問
し
、
防
火
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
て
防
火
呼
び
か
け

○
野
木
分
署
・
消
防
団
の
車
両
に
よ

る
管
内
巡
回
広
報
活
動

○

事
業
所
に
対
す
る
特
別
査
察
な
ど

４月～９月の
情報公開請求状況

３４件請求の件数

２６件公開の件数

１２件全部公開の件数

１４件部分公開の件数

０件（うち不服申立ての件数）

０件非公開の件数

０件（うち不服申立ての件数）

８件公文書不存在件数

１件（うち不服申立ての件数）

※情報公開制度については、
町ホームページで
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一
般
公
募
上
級
救
命
講
習
会

問
小
山
市
消
防
署

撒
０
２
８
５（

）
３
１
６
４

２１

野
木
分
署

撒（

）
１
１
１
９

５７

日

時

月

日（
日
）

１１

２５

午
前
９
時

分
～
午
後
６
時

分

３０

３０

（
受
付
時
間
午
前
９
時
）

場

所

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定

員

名
（
先
着
順
）

２０

申

込

月
５
日
～

日
、
問
い

１１

２０

合
わ
せ
先
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
切
。

用
意
す
る
も
の

活
動
し
や
す
い
服

装
・
筆
記
用
具

※
受
講
無
料
・
テ
キ
ス
ト
配
布
。

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

救
急
救
命
講
習
会

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
１

５７

町
で
は
い
ざ
と
い
う
時
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
救
急
救
命
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
大
切
な
人
を
、
家
族
を
、

命
を
守
る
た
め
、
救
命
講
習
を
受
講

し
て
知
識
と
技
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日

時

月

日（
金
）

１１

３０

午
前
９
時
～

時
１２

内

容

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
法
、
異
物
除
去
法
、
止

血
法
な
ど

場

所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

講

師

小
山
消
防
署
署
員

申

込

月
１
日
～

日
電
話
ま
た
は
来
所

１１

１５

※
活
動
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
町
で
は
町
民
参
加
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
主
催
者
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）
４
７
６
３

２５

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
神

奈
川
県
横
須
賀
市
）
で
は
、
将
来
陸

上
自
衛
隊
で
、
高
機
能
化
す
る
装
備

品
・
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
・
運
用
す
る

要
員
を
養
成
す
る
た
め
、
各
種
技
術

の
専
門
教
育
と
と
も
に
、
高
等
学
校

普
通
科
と
同
等
の
教
育
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

生
徒
の
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務

員
で
、
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら

高
等
学
校
卒
業
の
資
格
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

応
募
資
格

中
学
卒
業
者（
見
込
み

を
含
む
）
で

歳
未
満

１７

の
方（

年
４
月
１
日

２４

現
在
）

受
付
期
間

月
１
日（
木
）～

１１
年
１
月
７
日（
月
）

２５

試
験
期
日

年
１
月

日（
土
）

２５

１９

※
受
験
会
場
は
別
途
ご
連
絡
し
ま
す

お知らせ

い
ま
い
ち
ど
ご
自
分
の
納
付
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
税
務
課
撒
（

）
４
１
２
４
・
４
１
４
４

５７

★
全
県
下
一
斉
の
取
組

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図

る
た
め
、

月
～

月
を
「
市
町
村

１１

１２

税
徴
収
強
化
月
間
」
と
し
て
、
栃
木

県
と
の
協
働
で
、
全
県
下
一
斉
の
徴

収
強
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
一
人
ひ
と
り
が
町
を
支
え
る

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す
。
納

税
し
な
い
人
が
増
え
る
と
生
活
に
必
要
な
様
々
な
事
業
が
行
え
な
く
な
り

ま
す
。

★
自
主
的
な
納
付
を
鎧

町
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
自
主
的
な
納
税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
納
期

限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差
し
押
さ
え
・

公
売
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
し
押
さ
え
財
産
の
調
査
の

た
め
、
滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
の
捜
索
、
自
動
車
差
し
押
さ
え
の
た
め

の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。

★
町
で
は
税
収
確
保
に
向
け
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

納
税
相
談
：
町
税
な
ど
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

納
税
催
告
：
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催

告
書
な
ど
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問

を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査
：
滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、
保
険
会

社
、
通
信
機
関
な
ど
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

給
与
調
査
：
滞
納
者
の
給
与
を
差
し
押
さ
え
す
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し

給
与
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

差
押
処
分
：
不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な

ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
後
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
、
差
し
押
さ
え
財
産
の
公
売
・
取
り
立
て
を
行

い
ま
す
。

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

市町村税徴収強化月間２０１２冬

～あなたの税が未来を拓く～
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お知らせ

４
種
混
合
予
防
接
種
の
開
始

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
１

５７

３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
百
日
咳
・
破
傷
風
）
に
不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
加
え
た
４
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
対
象
者
は
３
種
混
合
及
び
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
と
同
じ
で
す
。

忘
れ
ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
開
始
日

月
１
日
か
ら

１１

接
種
方
式

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

接
種
方
法

１
回
あ
た
り

悪
を
皮
下
注
射

０.５

対
象
者

生
後
３
月
か
ら

月（
７

９０

歳
６
カ
月
）
に
至
る
間
に

あ
る
者

※
標
準
的
な
初
回
接
種
の
接
種
期
間

は
生
後
３
月
か
ら

月
に
達
す
る

１２

ま
で
の
間
で
す
。

接
種
回
数

４
回

（
１
期
初
回
接
種
３
回

１
期
追
加
接
種
１
回
）

接
種
間
隔

初
回
接
種

日
～

日

２０

５６

追
加
接
種

初
回
接
種
終
了
後
６
月
以
上

（

月
～

月
の
間
隔
を
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
）

１２

１８

接
種
ワ
ク
チ
ン

過
去
の
接
種
履
歴
に
応
じ
て
、接

種
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
。

○
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を

未
接
種
の
人
→
原
則
と
し
て
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

○
次
の
い
ず
れ
か
の
ワ
ク
チ
ン
を
既

に
接
種
し
て
い
る
人

・
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１
回

・
単
独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１
回
以
上

・
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
１
回
以
上

原
則
と
し
て
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
＋

単
独
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用

無
料
（
町
契
約
医
療
機
関

以
外
で
接
種
を
行
う
場
合
は
、自
己
負

担
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

申
し
込
み

町
が
委
託
し
た
医
療
機
関

に
直
接
予
約
を
し
て
、接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
山
地
区
医
師
会（
小
山
市
、下
野

市
、上
三
川
町
）加
入
の
医
療
機
関

で
も
接
種
で
き
ま
す
。

接
種
の
実
施
の
有
無
は
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
転
ば
な
い
カ
ラ
ダ
を
作
る
～

転
倒
予
防
の
コ
ツ
伝
授
教
室

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
３

５７

「
最
近
、
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
」
と

感
じ
た
り
、
転
ぶ
こ
と
に
不
安
を
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
日
常

生
活
に
適
度
な
運
動
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
転
倒

の
危
険
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

転
倒
予
防
の
コ
ツ
を
押
さ
え
て
、
転

び
に
く
い
カ
ラ
ダ
作
り
を
目
指
し
ま

せ
ん
か
？

対

象

町
在
住
の
転
倒
予
防
に
関
心

の
あ
る
方
で
、
介
護
保
険
で

認
定
さ
れ
て
い
な
い
方

定

員

名
３０

場

所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
・
内
容

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

持
っ
て
く
る
物

動
き
や
す
い
服
装
、

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申

込

月
１
日
～
、
健
康
福
祉

１１課
へ
電
話
ま
た
は
来
所

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

お
詫
び
と
訂
正

広
報
の
ぎ

月
号
お
知
ら
せ
３
ペ
ー

１０

ジ
の
掲
載
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

「
骨
々
教
室
の
日
程
」

（
誤
）平
成

年
２
月

日
予
定

２５

２９

（
正
）平
成

年
２
月

日
予
定

２５

２２

○４種混合予防接種実施医療機関（野木町内）

電話番号住 所医療機関名

撒（５７）０７７０丸林５８３－３いなば内科クリニック

撒（５６）０２８０佐川野１８０６岩崎医院

撒（５７）２５１０野渡２４５－２菊池クリニック

撒（５７）００５６丸林４２１ー９鹿野クリニック

撒（５７）９８１１友沼６５０７－１寺内整形外科

撒（５７）10１１友沼５３２０－２野木病院

転倒予防のコツ伝授教室

講 師内 容日 時

野木病院

通所リハビリテーション

センター「アクア」

理学療法士

越沼 秀史 氏

他スタッフ

①健康チェック 血圧測定

②今すぐできる転倒対策のアレコレ

・転びにくい歩き方、靴の選び方

・家庭でできるストレッチ、筋肉トレーニング

・転倒予防体操

１１月２８日（水）

１３：３０～１５：００

①健康チェック 血圧測定

②転びにくい身体をつくる

・腰痛、膝痛、メタボ予防について

・ステップ台体操

・「アクア」オリジナル体操 など

１２月５日（水）

１３：３０～１５：００



自
分
の
口
の
中
を
知
り
、

よ
り
健
康
な
か
ら
だ
に

お
口
の
健
康
教
室

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
１

５７

口
の
中
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、

全
身
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
お
口
の
健
康
教
室
は
、日

常
生
活
で
の
口
の
中
の
お
手
入
れ
方

法
や
、現
在
の
口
の
中
の
状
況
を
歯

科
衛
生
士
と
と
も
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。

日

時

月

日（
水
）

１１

２１

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

場

所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者

町
在
住
者（

歳
以
上
）

４０

定

員

名
２０

内

容

・
口
腔
内
の
チ
ェ
ッ
ク

・
口
臭
の
予
防
と
対
策

・
は
み
が
き
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス

な
ど

持
っ
て
く
る
物

歯
ブ
ラ
シ
、
手
鏡
、

タ
オ
ル

申

込

月
２
日
～

１１電
話
ま
た
は
来
所

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

月
は
糖
尿
病
予
防
月
間
外

１１か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
食
事
編

参
加
者
募
集

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
１

５７

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
食
事
編
を

開
催
し
ま
す
。
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使

っ
た
、
脂
肪
控
え
め
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ

ュ
ー
の
実
習
な
ど
、
か
ら
だ
が
ス
ッ

キ
リ
す
る
食
事
を
学
び
ま
す
。

日

時

月

日（
火
）

１１

２７

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

会

場

町
公
民
館

対

象

町
在
住
者（
定
員

名
）

１５

内

容

講
話
、ミ
ニ
調
理
実
習

持
ち
物

三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、マ
ス

ク
、筆
記
用
具
、
お
手
ふ
き

申
込
み

月
１
日
～

１１電
話
ま
た
は
来
所

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

真
冬
の
食
中
毒
予
防

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８
５（

）
４
２
３
５

２２

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
１

５７

食
中
毒
は
、
梅
雨
明
け
か
ら
夏
場

に
か
け
て
多
く
発
生
し
ま
す
が
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
年

間
発
生
件
数
の
８
割
以
上
が

月
か

１１

ら
３
月
の
間
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食
品
な

ど
を
介
し
て
感
染
し
、
お
う
吐
、
下

痢
、
腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
を

防
ぐ
に
は
、「
加
熱
」「
手
洗
い
」「
消

毒
」
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
、
中
心
温

度

℃

１
分
以
上
加
熱
し
て
食

８５
べ
る

・
「
手
洗
い
」
を
し
っ
か
り
行
う

・
調
理
器
具
や
調
理
台
は
い
つ
も
清

潔
に
す
る

２
０
１
２

ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
４
９

５７

日

時

月

日（
日
）（
雨
天
中
止
）

１１

２５

午
前
９
時
～

時

分

１２

３０

会

場

下
野
市

別
処
山
公
園
西
側
駐
車
場

内

容

・
し
つ
け
相
談

・
盲
導
犬
体
験

・
モ
デ
ル
犬
に
よ
る
し
つ
け
教
室

・
し
つ
け
コ
ン
テ
ス
ト

※
定
員

名
（
要
事
前
申
込
）

２０

・
子
犬
・
子
猫
の
里
親
さ
が
し

・
ワ
ン
ワ
ン
ク
イ
ズ

・
警
察
犬
の
公
開
訓
練

・
展
示
コ
ー
ナ
ー

4

お知らせ
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人

権

講

演

会

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
２

５７

人
権
週
間
（

月
４
日
～

日
）

１２

１０

に
ち
な
ん
で
、
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
人
権

問
題
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
人
権
講
演
会

を
実
施
し
ま
す
。

日

時

月
４
日（
火
）

１２午
後
１
時

分
～

３０

場

所

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

講

師

N
P
O
バ
ラ
エ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
理
事

千
葉
祗
暉

さ
ん

演

題「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
」

定

員

１
０
０
名（
無
料
・
手
話
通
訳
あ
り
）

※
千
葉
さ
ん
は
、

才
の
時
遊
水
中

２０

事
故
に
遭
い
、
そ
れ
以
降
車
イ
ス

で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
車

イ
ス
陸
上
競
技
１
０
０
・
２
０
０

メ
ー
ト
ル
で
過
去
３
度
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
元
ア
ス
リ
ー

ト
で
す
。

み
そ
づ
く
り
講
習
会

問
産
業
課

撒（

）
４
１
７
４

５７

町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

使
っ
て
、
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、
翌

年
の
秋
に
は
お
い
し
い
手
作
り
味
噌

が
ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

日

時

【
１
回
目
】

月

日
～

日

１２

１２

１４

午
前
９
時
～
（

日
に
下
準
備
）

１１

【
２
回
目
】

月

日
～

日

１２

１９

２１

午
前
９
時
～
（

日
に
下
準
備
）

１８

場

所

町
農
産
物
加
工
施
設

友
沼
４
９
５
２
‐
１

対
象
者

町
在
住
で
、
４
日
間
と
も

参
加
で
き
る
方

定

員

各
回
と
も
先
着

名
１０

参
加
費

５
０
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

持
っ
て
く
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
白
タ
オ
ル
６
枚
・
長
靴

（
き
れ
い
に
洗
っ
た
も
の
）

主

催

町
・
小
山
農
業
協
同
組
合

申
込
方
法

月

日
～

日
、
参

１１

１２

１６

加
費
を
添
え
て
ご
本
人
が
産
業
課
へ
。

申
し
込
み
の
際
に
詳
し
い
案
内
を
差

し
上
げ
ま
す
。

第

回
産
業
祭

３５

問
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

撒（

）
４
１
５
３

５７

町
の
産
業
を
一
堂
に
集
め
、
町
民

の
方
々
へ
の
紹
介
を
通
し
て
農
業
・

商
業
・
工
業
の
調
和
の
と
れ
た
発
展

に
寄
与
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日

時

月

日（
日
）

１１

１１

午
前
９
時
～

会

場

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

催
し
物

・
お
た
の
し
み
抽
選
会

・
農
産
物
共
進
会
・
即
売
会

・
工
場
製
品
等
展
示
即
売
会

・
郷
土
手
作
り
食
品
即
売
会

・
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

な
ど

※
詳
し
く
は
、

月
上
旬
の
新
聞
折

１１

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
―
Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦

２
０
１
２
」
飾
り
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

問
町
観
光
協
会
事
務
局（
産
業
課
内
）

撒（

）
４
１
５
３

５７

町
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

た
「
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の

飾
り
付
け
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

日

時

月

日（
金
）

１１

２３

午
前
９
時
～
正
午

※
雨
天
な
ど
の
場
合
は

日（
土
）

２４

場

所

Ｊ
Ｒ
野
木
駅
東
口
と
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー

作
業
内
容

ネ
ッ
ト
ラ
イ
ト
、
オ
ブ
ジ
ェ

設
置
な
ど

募
集
人
数

名
程
度
（

歳
以
上

３０

１６

の
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
熱
意
の
あ
る

方
）

申

込

月
１
日
～

日

１１

１６

き
ら
り
館
ま
で
。

撒（

）
１
２
３
１

２３

そ
の
他

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

対
し
、交
通
費
・
報
酬
の
お
支
払
い
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
事
故
な
ど

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。加
入
は
町
社
会
福
祉

協
議
会（
ホ
ー
プ
館
）
で
受
付
し
て
い

ま
す
。保
険
料
２
８
０
円
。

お知らせ
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「
き
ら
り
館
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
館
」

撒（

）
１
２
３
１

２３

姉（

）
１
２
３
２

２３

死kirarikan@
pearl.ocn.ne.jp

興
歩
い
て
ま
ち
な
か
再
発
見
外

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
野
木
町
の
産
業
を
見
る

最
新
の
生
産
の
現
状
を
知
ろ
う
～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
て
い

ね
い
に
案
内
し
て
く
れ
ま
す
外

日

時

月

日（
月
）

１１

１９

午
前
８
時

分
集
合

２０

午
前
８
時

分
出
発

３０

《
雨
天
決
行
》

集
合
・
解
散
場
所

野
木
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー「
き
ら
り
館
」

行

先

き
ら
り
館
→
松
原
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
→
毅
日
本
ピ
ス

ト
ン
リ
ン
グ（
株
）→
中
谷
踏
切
→

毅
ゼ
ブ
ラ
（
株
）→
ホ
ー
プ
館
→
野

木
駅
→
き
ら
り
館

（
毅
は
見
学
施
設
で
す
）

※
企
業
先
の
都
合
に
よ
り
、見
学
順

序
・
訪
問
企
業
の
変
更
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

定

員

名
１５

参
加
料

無
料

主

催

の
ぎ
ネ
ッ
ト

気
楽
に
歩

こ
う
会

き
ら
り
館

申

込

直
接
又
は
電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

興
き
ら
り
館
ト
ー
ク

き
ら
り
館
「
会
議
室
」
を
会
場
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
趣
味
、
特
技
、

表
芸
・
裏
芸
や
マ
イ
ブ
ー
ム
な
ど
自

由
な
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
く
コ

ー
ナ
ー
「
き
ら
り
館
ト
ー
ク
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
盲
導
犬
候
補
生
と
し
て

の
育
て
方
や
課
程
を
実
体
験
に
基
づ

き
、
く
わ
し
く
お
話
し
を
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

家
庭
教
育
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
て

い
る
昨
今
、
子
育
て
に
も
役
立
つ
楽
し

い
お
話
し
を
聞
け
る
の
で
は
。
ど
な

た
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
外

第
４
回

テ
ー
マ

「
盲
導
犬
候
補
生
と
の
楽
し
い
一
年
間

&
お
も
し
ろ
体
験
外
」

日

時

月

日（
金
）

１１

１６

午
後
７
時
～
８
時

分
３０

ゲ
ス
ト

宮

佳
奈
子

さ
ん

盲
導
犬
候
補
生
「
オ
ー
ロ
ラ
ち
ゃ
ん
」

参
加
無
料

予
約
不
要

当
日
直
接
「
き
ら
り
館
へ
」

定

員

名
程
度

１５

興
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
座

受
講
生
募
集
中
外

町
民
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
地
域
課

題
に
対
し
、
町
民
や
地
域
、
企
業
、
行

政
な
ど
が
役
割
を
分
担
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
地
域
課
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
知

識
・
情
報
、
手
法
や
資
質
な
ど
に
つ
い

て
楽
習
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。特

に
今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な

野
木
町
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
、
個
々

の
能
力
や
チ
ー
ム
力
を
高
め
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
楽
習
で
き
る
講
座
と
な
っ
て
い
ま

す
。

演

題

「
リ
ン
ク
ブ
レ
ッ
ク
ス
栃
木
が
、
な
ぜ
創

部
３
年
目
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本

一
に
な
れ
た
か
外
～
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で

街
を
元
気
に
～
」

日

時

月

日（
金
）

１１

３０

午
後
６
時

分
～
８
時

３０

講

師

リ
ン
ク
ス
ポ
ー
ツ
代
表
（
Ｊ
Ｂ
Ｌ
理
事
）

山
谷

拓
志

氏

場

所

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

参
加
無
料

申
込
み

先
着
順

※
す
で
に
協
働
講
座
で
お
申
し
込
み

い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
再
度
の
お

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定

員

一
般
町
民

名
程
度

５０

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

興
き
ら
り
冬
フ
ェ
ス
タ
外

イ
ベ
ン
ト
協
力
・
出
展
者
募
集

「
届
け
よ
う
ま
ご
こ
ろ
、

続
け
よ
う
復
興
支
援
外
」

町
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個

人
の
相
互
交
流
と
親
睦
を
深
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
層
の
創
出
と
発
展

充
実
を
図
る
こ
と
。
東
日
本
大
震
災

の
継
続
支
援
を
目
的
に
開
催
す
る
。

日

時

月
８
日（
土
）

１２午
前

時
～
午
後
１
時

１０

※
雨
天
決
行
（
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
中
止
あ
り
）

主

催

・
野
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
協
議
会

・
き
ら
り
館

会

場

き
ら
り
館

募
集
内
容

○
展
示
コ
ー
ナ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
・
個
人
の
活
動
紹
介
、作
品
展
示
）

○
食
の
コ
ー
ナ
ー
（
焼
き
そ
ば
、駄
菓
子
な
ど
）

○
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
（
ベ
ー
ゴ
マ
、紙
ト
ン
ボ
な
ど
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
体
験
・
展
示
コ
ー
ナ
ー（
歌
、楽
器
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

申
込
み

○
き
ら
り
館
に
登
録
ま
た
は
登
録
を

予
定
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
・
個
人

○
出
店
料
は
無
料

た
だ
し
、経
費

を
除
い
た
収
益
金
の
一
部
を
東
日
本

大
震
災
へ
の
義
援
金
・
諸
経
費
と
し

て
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
締
切

月

日（
火
）

１１

13
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7

平
成

年
成
人
式

２５

問
生
涯
学
習
課

撒（

）
４
１
８
８

５７

成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
町
外
に
住
所
を
移

さ
れ
て
い
る
方
が
参
加
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、

月

日
ま
で
に
ご
連
絡

１１

３０

く
だ
さ
い
（
期
日
ま
で
に
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
当
日
配
布
さ
れ
る
資

料
の
新
成
人
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
連
絡
が
遅
れ
て
も
参
加

は
で
き
ま
す
）。

日

時

１
月

日（
日
）

１３

午
前

時
～

１０

（
受
付
午
前
９
時

分
～
）

２０

場

所

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

内

容

式
典
・
記
念
写
真
撮
影
な
ど

対

象

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平

成
５
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
町
在
住
の
方
と
本
町

出
身
の
方

※
案
内
状
は
、

月
上
旬
に
届
く
よ

１２

う
発
送
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
受
付
期
間
延
長

問
会
計
課

撒（

）
４
１
０
２

５７

多
く
の
皆
様
か
ら
義
援
金
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
７
８
０
３
５
１
８
円

（
平
成

年
９
月

日
現
在
）を
お
寄

２４

３０

せ
い
た
だ
き
、
こ
の
う
ち
、
７
８
０

０
０
０
０
円
は
既
に
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
者
に
送
金
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

義
援
金
の
受
付
は
、
平
成

年
９

２４

月

日
ま
で
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

３０
平
成

年
３
月

日
ま
で
受
付
期
間

２５

３１

を
延
長
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

野
木
町
役
場
本
館
１
階
住
民
課
・
会
計
課

本
館
２
階

政
策
課

保
健
セ
ン
タ
ー
・
野
木
町
公
民
館
・

野
木
町
図
書
館
・
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

口
座
振
込
の
場
合

町
内
の
金
融
機
関
（
足
利
銀
行
野
木

支
店
・
栃
木
銀
行
野
木
支
店
・
足
利

小
山
信
用
金
庫
野
木
支
店
・
小
山
農

業
協
同
組
合
野
木
支
店
）
に
備
え
付

け
の
義
援
金
専
用
振
込
用
紙
で
お
願

い
し
ま
す
。

町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

こ
ど
も
教
育
課
撒（

）
４
１
３
８

５７

町
で
は
、
環
境
放
射
線
量
な
ど
を

測
定
し
て
い
ま
す
。
最
新
の
デ
ー
タ

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
庁
舎
内
掲
示

板
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎

月

日
、
役
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

１０

１０

ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
環
境
放
射
線

量
の
値
は
、

地
面
か
ら
の
高
さ
１
ｍ
で

０
・
０
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

で
し
た
。

◎
９
月

日
～

月

日
、
各
小
中

１１

１０

１０

学
校
校
庭
で
測
定
し
た
環
境
放
射

線
量
の
値
は
、

最
大
０
・
１
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

最
小
０
・
０
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

で
し
た
。

※
平
常
時
管
理
基
準
は
０
・
２
３
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
数
値
が
健
康
に
影
響

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お知らせ

広 告



渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
登
録
記
念
講
演
会

問
政
策
課

撒（

）
４
１
０
１

５７

年
９
月

日
栃
木
市
藤
岡
文
化

２４

２９

会
館
に
て
栃
木
県
、
栃
木
市
、
小
山

市
、
野
木
町
共
催
に
よ
る
記
念
講
演

会
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
方
々
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
知
事
、
２
市
１
町
の
首
長

が
参
加
し
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
度

２５

小
・
中
学
校
非
常
勤
講
師
の
募
集

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）4
1
8
2

５７

町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学

校
の
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
応
募
さ
れ
た
方
を
名
簿
に
登
録

し
、
そ
の
中
か
ら
選
考
の
上
、
非
常

勤
講
師
と
し
て
採
用
す
る
も
の
で
す
。

仕
事
内
容

小
・
中
学
校
に
お
け
る

学
習
指
導
と
生
活
支
援

賃

金

時
給
１
０
３
０
円

採
用
期
間

１
年
間

勤
務
時
間

１
日
５
時
間

１
０
０
０
時
間
を
上
限

（
原
則
月
曜
日
～
金
曜
日
）

応
募
資
格

教
員
免
許
所
有
者
ま
た

は
取
得
予
定
者

受
付
期
間

月

日
～

月

日

１１

１２

１２

１４

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
い
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時

提
出
書
類

①
履
歴
書
（
指
定
の
も
の
に
写
真
を
添
付
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
町
教
委
に
直
接
取
り
に
来
て
も
結
構
で
す
。

②
教
員
免
許
状
の
写
し
か
免
許
状
授
与
見
込
み
証
明
書

栃
木
県
立
博
物
館月

の
行
事

１１

問
栃
木
県
立
博
物
館

撒
０
２
８（
６
３
４
）
１
３
１
１

開
館

周
年
記
念
特
別
企
画
展

３０

足
利
尊
氏

～
そ
の
生
涯
と
ゆ
か
り
の
名
宝
～

室
町
幕
府
を
開
い
た
足
利
尊
氏
。

尊
氏
と
そ
の
一
族
に
つ
い
て
、国

宝
２
点
、国
重
要
文
化
財
約

点
を

５０

含
む
約
１
５
０
点
の
展
示
資
料
か
ら
、

そ
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。現
在
最
古

の
尊
氏
坐
像
や
運
慶
作
の
大
日
如
来

坐
像
２
体
な
ど
、初
公
開
資
料
が
多

数
展
示
さ
れ
ま
す
。

開
催
期
間

月

日（
日
）
ま
で

１１

２５

【
関
連
行
事
】

リ
レ
ー
講
演
会
②

「
尊
氏
を
支
え
た
東
国
武
将
た
ち
」

日

時

月
４
日（
日
）

１１午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

講

師

市
村
高
男
高
知
大
学
教
授

対

象

中
学
生
以
上

リ
レ
ー
講
演
会
③

「
足
利
尊
氏
と
仏
像
」

日

時

月

日（
土
）

１１

１０

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

講

師

山
本
勉
清
泉
女
子
大
学
教
授

対

象

中
学
生
以
上

リ
レ
ー
講
演
会
④

「
足
利
氏
の
肖
像
」

日

時

月

日（
土
）

１１

１７

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

講

師

米
倉
迪
夫
東
京
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員

対

象

中
学
生
以
上

工
事
の
お
知
ら
せ

問
都
市
整
備
課

撒（

）
４
１
５
７

５７

広 告
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9

野
木
町

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
募
集

問
政
策
課

撒（

）
４
１
０
１

５７

姉（

）
４
１
９
０

５７

問
合
用

死s
e
is
a
k
u
＠
to
w
n
.n
o
g
i.to
c
h
ig
i.jp

趣

旨
町
制
施
行

周
年
を
記
念
し
、野

５０

木
町
の
魅
力
や
特
性（
歴
史
、文
化
、

産
業
、名
所
、自
然
等
）を
効
果
的
に

発
信
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

選
定
の
基
準

野
木
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
次
に
掲

げ
る
条
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

・
野
木
町
の
魅
力
や
特
性（
歴
史
、文

化
、産
業
、名
所
、自
然
等
）を
効
果
的

に
Ｐ
Ｒ
で
き
、多
く
の
人
か
ら
親
し

ま
れ
、愛
着
が
持
た
れ
る
デ
ザ
イ
ン
。

・
着
ぐ
る
み
（
大
人
が
着
用
）等
に
も

活
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
。

応
募
デ
ザ
イ
ン
の
規
格
等

○
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
（
フ
ル
カ
ラ
ー
）

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
又
は
手
書
き
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
画
材
、色
彩（
フ
ル
カ
ラ
ー
）、技
法

は
自
由
で
す
が
、所
定
の
応
募
用
紙

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
白
地
の
用
紙
縦
長
）

を
使
用
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
正
面

か
ら
捉
え
た
デ
ザ
イ
ン
画
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
色
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
、金
、銀
、蛍
光
色

は
不
可
。単
色
で
活
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、単
色
で
も
デ
ザ
イ

ン
が
明
瞭
に
な
る
よ
う
考
慮
し
て
く

だ
さ
い
。

※
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
場
合
Ｊ
Ｐ
Ｅ

Ｇ
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
、
Ｂ
Ｍ
Ｐ
、
Ｐ
Ｄ

Ｆ
形
式
の
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

（
採
用
作
品
に
選
定
さ
れ
た
場
合
、修

正
作
業
が
可
能
な
デ
ー
タ
の
提
出
要
）

○
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名（
愛
称
）
に
つ
い
て

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名（
フ
リ
ガ
ナ
）を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、仮
称
扱

い
と
し
、変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
く

だ
さ
い
。

応
募
期
間

月
１
日
～

月

日

１０

１１

１５

※
郵
送
の
場
合
は
、当
日
ま
で
の
消

印
有
効

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
条
件

・
応
募
作
品
数
は
、
１
人
に
つ
き
２
点

以
内
と
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
、自
作
で
未
発
表
作
品

に
限
り
、他
の
作
品
と
同
一
、類
似
な

も
の
で
な
く
、第
三
者
の
著
作
権
を

含
む
知
的
財
産
権
等
の
権
利
を
侵
害

し
て
い
な
い
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の

条
件
に
違
反
し
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
場
合
、マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
へ
の
採
用
は
、無
効
と
な
り
、賞

金
等
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
優
秀
賞
、準
優
秀
賞
も
無
効
、返
還

の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

・
第
三
者
か
ら
権
利
侵
害
な
ど
の
損

害
賠
償
が
提
起
さ
れ
た
場
合
は
、応

募
者
自
ら
の
責
任
と
費
用
で
解
決
し

て
く
だ
さ
い
。野
木
町
で
は
一
切
の

責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

な
お
、野
木
町
が
損
害
を
被
っ
た

場
合
は
、損
害
を
賠
償
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

賞

最
優
秀
賞（
採
用
作
品
）
１
点

賞
状
・
賞
金（

万
円
）

１０

優
秀
賞
１
点

賞
状
・
賞
金（
2
万
円
）

準
優
秀
賞
１
点

賞
状
・
賞
金（
1
万
円
）

応
募
先

萎
３
２
９
ー
０
１
９
５

住
所
不
要

野
木
町
役
場
政
策
課
政
策
係

応
募
専
用

死n
o
g
im
a
s
c
h
a
ra
＠
to
w
n
.n
o
g
i.to
c
h
ig
i.jp

こ
こ
に
掲
載
し
て
あ
る
事
以
外
の
応

募
方
法
、
選
考
方
法
、
結
果
発
表
、

賞
金
の
贈
呈
時
期
、
作
品
の
取
り
扱

い
な
ど
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
必
ず
ご
確

認
の
上
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
登
録
記
念
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

野
木

in

問
政
策
課

撒（

）
４
１
０
１

５７

日

時

月
１
日（
土
）

１２午
前
９
時
～

時

分

１２

３０

定

員

先
着

名
５０

参
加
資
格

町
内
在
住
在
勤
者

集
合
場
所

野
木
町
役
場

駐
車
場

歩
行
距
離

約
８
娃

コ
ー
ス

谷
中
湖
（
こ
ど
も
広
場
ゾ

ー
ン
）
→
谷
中
橋
→
新
赤

麻
橋
→
第
二
調
節
池
越
流

堤
→
松
原
大
橋
→
新
城
公

園

参
加
料

２
０
０
円（
保
険
料
等
）

申

込

月
５
日
～

日
、
参
加

１１

１６

料
を
添
え
政
策
課
へ

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

人

権

標

語

ぼ
く
の
ク
ラ
ス
の

友
だ
ち
は

み
ん
な
に
こ
に
こ

わ
ら
っ
て
る

新
橋
小
学
校

須
見

栞
太

す

み

か

ん

た

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２３
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平
成

年
分

２４年
末
調
整
説
明
会

問
栃
木
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

撒
０
２
８
２（

）
０
８
８
５

２２

税
務
署
で
は
、
平
成

年
分
年
末

２４

調
整
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

月
１
日
は

１２

世
界
エ
イ

ズ
デ
ー

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８
５（

）
１
２
１
９

２２

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
、
休
日
検
査
を
行

い
ま
す
。

検
査
を
受
け
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
仕
事
な
ど
で
平
日
の
昼
間
に
検
査

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
こ
の
機

会
に
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
感
染
の
可

能
性
が
あ
っ
て
か
ら

週
間
経
過
し

１２

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
、
相

談
に
つ
い
て
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日

時

月
１
日（
土
）

１２午
前

時
～
午
後
２
時

１０

場

所

県
庁
小
山
庁
舎

（
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

内

容

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）抗
体
検

査（
希
望
に
よ
り
、梅
毒
抗
体
検
査
・
性

器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
原
検
査
・
淋
病
抗
原

検
査
・
Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
同
じ
に
受
け
る
こ
と
も
可
）

料

金

無
料

結
果
通
知

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
→
即
日

※
検
査
結
果
に
よ
っ
て
は
再
度
来
所

し
て
い
た
だ
く
場
合
あ
り

ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
淋
病
・
肝
炎
→
後
日

そ
の
他

予
約
不
要
・
匿
名
検
査

※
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
曜
日

（
受
付
午
後
１
時
～
２
時
）
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
・
性
感
染
症
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

小
山
広
域
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
よ
り

ご
み
搬
入
日
の
変
更

問
小
山
広
域
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８
５（

）
３
１
９
４

２４

中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月

第
２
・
第
４
土
曜
日
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
直
接
搬
入
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
が
、

月

日（
日
）、当
セ
ン

１１

１１

タ
ー
を
会
場
に
「
お
や
ま
エ
コ
リ
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ア
２
０
１
２
｣
が
開
催

さ
れ
る
た
め
、
前
日
の

日
（
第
２

１０

土
曜
日
）
は
搬
入
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
（
会
場
準
備
の
た
め
）。

つ
き
ま
し
て
は
、
代
替
日
を
次
の

と
お
り
設
け
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

×
通
常
開
場
日

月

日
（
第
２

１１

１０

土
曜
日
）
…
搬
入
で
き
ま
せ
ん

↓

○
臨
時
代
替
日

月

日
（
第
３

１１

１７

土
曜
日
）
…
搬
入
で
き
ま
す

お知らせ

会 場日 時対象者

栃木市文化会館

大ホール

（栃木市旭町１２-１６）

午前１０時～

午前１１時４５分
１１月２０日（火）

栃木市
岩舟町
壬生町

を納税地とする
源泉徴収義務者

午後２時～

午後３時４５分

小山文化センター

大ホール

（小山市中央町１-１-１）

午前１０時～

午前１１時４５分
１１月２１日（水）

小山市
下野市
野木町

を納税地とする
源泉徴収義務者

午後２時～

午後３時４５分

広 告
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小
山
聖
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
小
山
聖
苑
撒
０
２
８
５（

）
１
１
７
５

２２

小
山
聖
苑
で
は
、
施
設
利
用
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、
老
朽
化
し
た

空
調
設
備
の
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
空
調
設
備
の
更
新
に
併
せ
て

大
小
式
場
と
１
階
待
合
室
の
天
井
な

ど
の
改
修
工
事
も
実
施
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
は
式
場

（
昴
・
銀
河
）の
利
用
が
出
来
な
く
な

り
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
期
間

月
１
日
～

日

１１

１１

県
南
市
場
ま
つ
り
（
感
謝
市
）

問
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

撒
０
２
８
５（

）
３
３
３
０

３８

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、
県

南
住
民
の
食
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
生
鮮
食
品
流
通
の
拠
点
市
場

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

日
頃
の
ご
利
用
に
感
謝
し
「
市
場

ま
つ
り
（
感
謝
市
）」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

日

時

月

日（
日
）

１１

２５

午
前
７
時
～
午
後
１
時

会

場

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

小
山
市
下
河
原
田
９
５
４

（
国
道

号
沿
い
）

５０

内

容
○
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関

連
商
品
の
展
示
販
売

○
野
菜
・
果
物
・
生
花
・
鉢
物
の

模
擬
せ
り

○
風
船
・
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

○
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
生
産
の
有
機
肥
料
無
料
配
布

○
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

○
ま
ぐ
ろ
の
目
方
当
て
ク
イ
ズ
、

り
ん
ご
の
皮
む
き
長
さ
比
べ
競
争

○
か
に
汁
・
焼
き
そ
ば
・
イ
カ
ポ

ッ
ポ
焼
き
な
ど
の
各
種
売
店
な
ど

栃
木
土
木
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
土
木
事
務
所
保
全
部
小
山
詰
所

撒
０
２
８
５（

）
０
２
７
２

２２

県
が
管
理
し
て
い
る
県
道
や
一
級

河
川
な
ど
で
、
道
路
や
側
溝
の
破
損
、

路
肩
の
除
草
、
ま
た
河
川
の
堤
防
な

ど
の
崩
落
、
除
草
な
ど
お
気
づ
き
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

撒（

）
２
１
３
７

５６

興
新
規
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
出
席
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
電
話
連
絡
の
上
お
越
し

く
だ
さ
い
。
入
会
資
格
は
、

歳
以

６０

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
で
、

野
木
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
す
。

日

時

月

日（
木
）

１１

１５

午
後
２
時
～
３
時

分
３０

興
刃
物
研
ぎ

最
新
の
刃
物
研
ぎ
機
を
導
入
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
ま
す
。

日

時

月

日（
金
）

１１

１６

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

場

所

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

料
金
例

包
丁
類

２
０
０
円
～

ハ
サ
ミ
類

６
０
０
円
～

鎌
・
ナ
タ
類

３
０
０
円
～

興
障
子
・
襖
貼
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替
も
承
っ
て

お
り
ま
す
。

毎
年

月
近
く
に
な
る
と
、
ご
依

１２

頼
が
集
中
し
て
対
応
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
依
頼
い

た
だ
き
ま
す
と
、
比
較
的
早
く
対
応

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
依
頼

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お知らせ
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特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館

撒（

）
４
１
７
８

５７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日

時

月
８
日（
木
）

１１午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

月

日（
土
）

１１

１７

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

場

所

町
公
民
館
２
階

第
４
研
修
室

申
込
不
要

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

女
性
セ
ミ
ナ
ー

問
町
公
民
館

撒（

）
４
１
７
７

５７

女
性
が
い
き
い
き
と
楽
し
く
過
ご

す
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

日
時
・
内
容
・
講
師

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り（
全
５
回
）

場

所

町
公
民
館

対

象

町
在
住
・
在
勤
女
性

定

員

名（
先
着
順
）

２０

参
加
費

２
５
０
０
円

（
館
外
学
習
昼
食
代
・
入
館
料
・
材
料
費
）

申
込
期
間

月
５
日
～

日

１１

１５

（
土
日
除
く
）

申
し
込
み
方
法

参
加
費
を
添
え
町
公
民
館
へ

国
際
交
流
協
会
の
催
し

世
界
料
理
シ
リ
ー
ズ

～
日
本
の
文
化
「
手
打
ち
蕎
麦
教
室
」
～

問
生
涯
学
習
課

撒
（

）
４
１
７
７

５７

問
町
国
際
交
流
協
会

町
井

撒
０
９
０（
１
４
０
５
）
６
１
９
８

い
つ
も
食
べ
て
い
る
蕎
麦
、
あ
の

味
を
ご
自
身
で
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か

？
蕎
麦
の
旬
は
、
秋
で
す
。
第
３
回

蕎
麦
打
ち
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
自

分
で
打
っ
た
蕎
麦
を
食
す
の
も
な
か

な
か
一
興
な
も
の
で
す
よ
。

日

時

月

日（
土
）

１１

１０

午
前
９
時

分
～
午
後
１
時

３０

場

所

町
公
民
館
調
理
室

内

容
二
八
蕎
麦
を
打
っ
て
、
茹
で
て
試

食
を
し
ま
す
。

講

師

野
木
手
打
ち
蕎
麦
愛
好
会

定

員

先
着

名
１０

対

象

町
内
・
近
隣
市
町
に
お
住

ま
い
の
方

受
講
料

５
０
０
円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

タ
オ
ル
２
枚
・
持
ち
帰
り

用
の
容
器
（
タ
ッ
パ
な
ど
２
個
）

申

込

月
１
日
～
６
日
、
受
講

１１料
を
添
え
生
涯
学
習
課
へ

生
涯
学
習

生涯学習

～女性セミナー～プログラム

内 容日 時回

講演 ～男女共同参画社会実現をめざして～

「あなたは悪くない外ＤＶって知っていますか？」
講師：家族相談室・エコーズ代表 阿部美代子先生

１１慨２０（火）

１３：３０～１５：３０
１

スマートフォン・タブレット端末を使ってみよう

携帯電話が初めての方でも大丈夫。災害用伝言サービスに

ついても学びます。

１１慨２７（火）

１３：３０～１５：３０
２

女性のためのココロほぐしレッスン

「大切な人との関係を築く」～傾聴レッスン～

講師：家族相談室・エコーズ代表 阿部美代子先生

１２慨５（水）

１３：３０～１５：３０
３

館外学習

こころみ学園・足利学校・周辺散策（足利市方面）

昼食はココ・ファーム・ワイナリー

１２慨１１（火）

８：４０～１６：３０
４

そば打ち体験「年越し蕎麦はまかせてね」
手打ちそばに挑戦外

講師：野木手打ち蕎麦愛好会

１２慨１８（火）

９：３０～１３：００
５

※内容変更の場合もあります。
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ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

問
町
公
民
館

撒（

）
４
１
８
８

５７

休
日
の
お
昼
を
子
ど
も
と
一
緒
に

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

公
民
館
講
座
の
１
つ
と
し
て
、
年

９
回
計
画
し
ま
し
た
。

第
５
回
目
・
６
回
目
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

５

回

目

日

時

月

日（
土
）

１１

１７

午
前

時
～
正
午

１０

内

容

「
お
楽
し
み
弁
当
」

（
玉
子
焼
き

な
ど
）

６

回

目

日

時

月
８
日（
土
）

１２午
前

時
～
正
午

１０

内

容

「
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
」
と

「
ケ
ー
キ
」

会

場

町
公
民
館
調
理
室

対

象

町
在
住
の
小
学
生
と
保
護

者
（
小
学
生
だ
け
の
参
加
も
可
）

定

員

名（
先
着
順
）

２０

参
加
費

５
回
目
は
１
人
２
０
０
円

６
回
目
は
１
人
３
０
０
円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

講

師

オ
ピ
ニ
オ
ン
友
の
会
会
員

申
込
期
間

（
５
回
目
）

月
５
日
～

日

１１

１４

（
６
回
目
）

月
５
日
～

日

１１

２１

申
込
み
方
法

参
加
費
を
添
え
て
町
公
民
館
へ

ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

こ
れ
か
ら
の
予
定

７
回
目

１
月

日（
土
）

１９

８
回
目

２
月
２
日（
土
）

９
回
目

３
月
９
日（
土
）

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
際
交
流
協
会
の
催
し

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

問
町
国
際
交
流
協
会

川
島

撒
０
９
０（
９
０
１
９
）
９
１
８
５

日

時

月
４
日
・

日
・

日

１１

１１

１８

午
前
９
時

分
～
１
１
時

３０

場

所

町
公
民
館

対

象

町
在
住
在
勤
の
外
国
の
方

受
講
料

無
料

申

込

当
日
直
接
会
場
へ

※
な
お
、
町
国
際
交
流
協
会
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
外
国
の
方
に

日
本
語
を
教
え
て
み
た
い
と
い
う

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
協
会
の
催
し

い
け
ば
な
講
座

問
町
国
際
交
流
協
会

企
画
担
当

撒（

）
１
６
７
３

５５

撒
０
９
０（
８
０
３
８
）
６
０
３
５

～
行
事
の
い
け
ば
な
を
い
け
て

年
末
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
し
よ
う
～

日

時

月

日（
日
）

１２

１６

午
前

時
～

時

１０

１２

場

所

町
公
民
館
幼
児
室

講

師

草
月
流
師
範

（
町
国
際
交
流
協
会
会
員
）

定

員

先
着

名
１０

対
象
者

外
国
籍
の
方
、
日
本
の
方

ど
な
た
で
も

受
講
料

３
０
０
円

申

込

月

日
～

月
５
日

１１

２６

１２

受
講
料
を
添
え
生
涯
学
習
課
へ

持
ち
物

○
身
近
に
あ
る
花
器
（
花
瓶
・
水
盤
・

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
・
洋
酒
の
空
き
瓶

な
ど
の
水
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
器
）

○
ハ
サ
ミ

○
花
包
み
（
ビ
ニ
ー
ル
風
呂
敷
程
度

で
可
）

そ
の
他

講
座
修
了
後
、
年
末
パ
ー

テ
ィ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
講
生
で

都
合
の
つ
く
方
は
参
加
で
き
ま
す
。

特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

第

回
野
木
町
剣
道
選
手
権
大
会

３５
問
岩
崎

統
一

撒（

）
１
２
７
４

５６

期

日

月
２
日（
日
）

１２受
付
８
時

分
～

３０

会

場

野
木
中
学
校
武
道
館

参
加
資
格

町
在
住
在
勤
者

種

目

小
学
１
・
２
年
生
の
部

小
学
３
・
４
年
生
の
部

小
学
５
・
６
年
生
の
部

中
学
生
男
子
の
部
・
女
子
の
部

一
般
男
子
の
部
・
女
子
の
部

参
加
料

１
人
２
０
０
円

申

込

月

日
～

日
ま
で
に

１１

１５

２８

問
い
合
わ
せ
先
へ

ス
ポ
ー
ツ

生涯学習・スポーツ
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元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

初
心
者
・
中
級
者
向
け

問
生
涯
学
習
課

撒（

）
４
１
８
７

５７

こ
れ
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め

よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
に
は
、
楽
し

さ
を
お
伝
え
し
、
ま
た
現
在
活
動
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

期

日

月

日（
日
）

１１

２５

午
後
１
時
～
５
時

場

所

町
体
育
セ
ン
タ
ー

講

師

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
公
認
指
導
員

斉
藤

佳
晴

さ
ん

定

員

名
（
先
着
順
）

３０

参
加
料

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
ぎ
会
員

無

料

非
会
員

５
０
０
円

持
ち
物

運
動
の
出
来
る
服
装
、
ラ
ケ

ッ
ト
（
貸
出
可
）、
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申

込

月
５
日
～

日
ま
で
に

１１

２０

参
加
料
を
添
え
生
涯
学
習

課
へ
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

第

回
野
木
町
弓
道
選
手
権
大
会

３０
問
栗
田
秀
美

撒（

）
２
６
６
２

５６

期

日

月

日（
日
）

１１

２５

受
付
９
時
～

会

場

町
弓
道
場

申

込

月

日
～

日
ま
で
に

１１

１０

２０

問
い
合
わ
せ
先
へ

野
木
町
ウ
イ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

問
村
上
滋

撒（

）
１
３
１
２

５６

期

日

月
４
日（
火
）

１２受
付
８
時

分
３０

〔
雨
天
延
期
〕

月
５
日（
水
）

１２

会

場

あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対

象

町
在
住
者
、
協
会
会
員

参
加
料

無

料

持
ち
物

ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

な
ど

申

込

月

日
ま
で
に
問
い
合

１１

２０

わ
せ
先
へ
申
込
。

第
６
回
野
木
町
空
手
道
競
技
大
会

問
福
井
啓
仁

撒（

）
０
１
９
２

５７

期

日

月

日（
土
）

１２

１５

受
付
９
時
～

会

場

町
武
道
館

種

目

形
競
技
・
組
手
競
技

小
学
１
・
２
年
生
（
男
女
混
合
）

小
学
３
・
４
年
生
（
男
女
混
合
）

小
学
５
・
６
年
生
（
男
女
混
合
）

※
参
加
人
数
が
競
技
成
立
に
満
た
な

い
場
合
、
階
級
を
前
後
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

参
加
資
格

町
空
手
道
連
盟
登
録
会
員

連
盟
が
認
め
る
競
技
を

行
え
る
小
学
生

競
技
規
定

全
日
本
空
手
道
連
盟

競
技
規
定

他

参
加
料

１
人
１
０
０
０
円

（
保
険
代
含
む
）

※
形
・
組
手
双
方
出
場
の
場
合
も
同
額

申

込

月
５
日
～

日
ま
で
に

１１

２２

参
加
料
を
添
え
問
い
合
わ

せ
先
へ

小
学
生
大
学
生
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業

２
ヶ
月
限
定
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

問
生
涯
学
習
課

撒（

）
４
１
８
７

５７

２
ヶ
月
に
わ
た
り
白
鷗
大
学
生
が

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
本

格
的
に
お
教
え
し
ま
す
。

期

日

月

日
～

月

日
ま

１１

１５

１２

１８

で
の
毎
週
火
・
木
曜
日

（
全

回
）

１０

午
後
６
時
～
８
時

場

所

火
曜
日

友
沼
小
学
校
体
育
館

木
曜
日

佐
川
野
小
学
校
体
育
館

対

象

小
学
３
年
生
～
６
年
生
の
男
女

講

師

白
鷗
大
学
生

定

員

名（
先
着
順
）

２０

参
加
料

５
０
０
円（
保
険
代
な
ど
）

持
ち
物

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
ボ
ー

ル（
持
っ
て
い
る
方
）飲
み

物
、
タ
オ
ル

申

込

月
１
日
～
９
日
ま
で
に

１１参
加
料
を
添
え
生
涯
学
習

課
へ

スポーツ
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問
町
立
図
書
館

撒
（

）
２
８
１
１

５７

お
は
な
し
会
の
予
定

☆
グ
レ
ー
ス
森

月
２
日（
金
）

１１午
前

時
～

時

分

１１

１１

３０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
象
：
幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

月

日
・

日
・

日

１１

１３

２０

２７

火
曜
日

午
前

時
～

時

分

１１

１１

２０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
♪
手
あ
そ
び

対
象
：
幼
児

☆
ル
ピ
ナ
ス

月

日（
金
）

１１

１６

午
前

時
～

時

分

１１

１１

３０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

対
象
：
幼
児

☆
図
書
館
職
員

月

日（
土
）

１１

１０

午
後
２
時
～
２
時

分
３０

♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
♪
お
り
が
み

対
象
：
４
歳
位
か
ら
小
学
生

※
場
所
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

図
書
館
シ
ネ
マ

大
人
向
け
の
映
画
会
を
開
催
し
ま

す
。今

回
は
、
１
９
７
５
年
度
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
主
要
５
部
門
を
独
占
し
た
作

品
を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
カ
ッ
コ
ー
の
巣
の
上
で
」

日

時

月

日（
土
）

１１

２４

午
後
２
時
～
４
時

分
１０

会

場

２
階
ホ
ー
ル

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

ひ
ま
わ
り
号
で
、
各
小
学
校
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
も
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
児
童
書
が
中
心

で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
貸
し
出
し

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

/
６

佐
川
野
小

１１
午
後
０
時

分
～
１
時

分

５０

２０

/
７

友
沼
小

１１
午
後
１
時
～
１
時

分
４０

/

新
橋
小

１１

１４
午
後
１
時

分
～
１
時

分

１０

４０

/

野
木
小

１１

１５
午
後
１
時
５
分
～
１
時

分
３５

新
着
図
書
案
内

酸
一
般
書

○
ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証
第
１
部
（
宮
部
み
ゆ
き
）
小
説

○
光
圀
伝

（
冲
方
丁
）小
説

○
花
の
さ
く
ら
通
り（
荻
原
浩
）小
説

○
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
勉
強
法（
山
﨑
直
子
）宇
宙

○

歳
か
ら
は
じ
め
る
定
年
前
後
の
段
り
取
術

５８

（
山
見
博
康
）社
会

○
孫
を
１
０
０
倍
か
わ
い
く
撮
る（
祥
伝
社
）芸
術

○
こ
ん
な
日
も
あ
る
さ（
上
原
隆
）エ
ッ
セ
イ

○
日
本
大
沈
没

（
藤
巻
健
史
）財
政

○
星
と
暮
す
。

（
藤
井
旭
）天
文

○
こ
こ
ろ
の
歳
時
記（
石
寒
太
）俳
句

酸
児
童
書

○
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木（
ジ
ョ
ン
・
シ
ェ
リ
ー
）絵
本

○
宇
宙
か
ら
き
た
か
ん
づ
め（
佐
藤
さ
と
る
）
よ
み
も
の

○
逢
魔
が
時
の
も
の
が
た
り（
巣
山
ひ
ろ
み
）
よ
み
も
の

○
ス
ト
ー
リ
ー
で
楽
し
む
日
本
の
古
典
４
平
家
物
語

（
石
崎
洋
司
）
よ
み
も
の

○
若
お
か
み
は
小
学
生
！
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１８

（
令
丈
ヒ
ロ
子
）
よ
み
も
の

○
中
学
生
ま
で
に
読
ん
で
お
き
た
い
哲
学

（
松
田
哲
夫
）哲
学

○
き
の
こ
の
不
思
議（
保
坂
健
太
郎
）自
然
科
学

○
カ
ビ
の
ふ
し
ぎ
実
験
し
よ
う（
汐
文
社
）自
然
科
学

○
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
１
世（
迎
夏
生
／
画
）伝
記

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
蔵
書

検
索
→
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
新

刊
本
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

※
貸
出
中
の
場
合
は
予
約
が
で
き
ま
す
。

図
書
館

秋
の
朗
読
会

読
書
の
秋
で
す
外
ご
一
緒
に
朗
読

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

～
栃
木
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
を
読
む
外
～

日

時

月

日（
日
）

１１

２５

午
後
２
時
～

場

所

図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

朗
読
作
品

立
松
和
平
作

「
お
じ
い
さ
ん
の
机
」

落
合
恵
子
作

「
や
わ
ら
か
な
時
間
」

柳
田
邦
男
作

「
竹
馬
で
歩
い
た
日
」

佐
江
衆
一
作

「
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

山
本
有
三
作

「
心
に
太
陽
を
持
て
」

栃
木
の
民
謡

「
で
ろ
れ
ん
・
で
ろ
れ
ん
」

朗
読
者

朗
読
の
会
「
の
ぎ
く
」
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る

定

員

名
（
先
着
順
、入
場
無
料
）

５０

申

込

月
６
日
～

日

１１

２２

来
館
ま
た
は
電
話
で

連
絡
先

平
岩

充

撒（

）
０
６
６
１

５６

と
し
ょ
か
ん

としょかん
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新

橋

児

童

館

問
撒（

）
９
１
５
５

５７

興
親
子
で
３
Ｂ
体
操
外

３
つ
の
道
具（
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
タ
ー
、

ベ
ル
）を
使
っ
て
簡
単
な
運
動
を
し

よ
う
外
イ
ク
メ
ン
パ
パ
、
育
児
奮
闘

中
の
マ
マ
、
お
子
さ
ん
、
家
族
み
ん

な
で
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
身
体
を
動
か

そ
う
。
友
達
も
誘
っ
て
来
て
ね
♪

日

時

月

日（
土
）

１１

１０

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

１
家
族
５
０
０
円

（
講
師
代
と
し
て
）

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
工
作
教
室

大
好
評
の
た
め
、
第
二
弾
鎧《
ス

ラ
イ
ム
》を
作
ろ
う
外
今
回
は
何
色

か
な
？
前
回
出
来
な
か
っ
た
お
友
達

は
早
め
に
き
て
ね
～
鎧
み
ん
な
の
参

加
を
待
っ
て
る
よ
～
♪

日

時

月

日（
月
）

１１

１２

午
後
３
時
～
４
時

分
ま
で
受
付

５０

対

象

全
利
用
者
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）

参
加
無
料

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
も
の
づ
く
り
っ
こ
ク
ラ
ブ

紙
飛
行
機
を
作
る
よ
鎧
遠
く
ま
で

飛
ば
せ
る
か
な
☆
さ
あ
外
み
ん
な
外

新
橋
児
童
館
に
あ
つ
ま
れ
外

日

時

月

日（
火
）下
校
後

１１

１３

対

象

全
利
用
者
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）

参
加
無
料

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
マ
マ
の
時
間

マ
マ
が
メ
イ
ン
の
お
楽
し
み
タ
イ

ム
☆
今
回
は
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り
で

す
♪
マ
マ
の
息
抜
き
に
い
か
が
で
す

か
☆

日

時

月

日（
金
）

１１

１６

午
前

時
～
正
午

１０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

３
０
０
円

申

込

月

日
ま
で
に
代
金
を

１１

１３

添
え
て
児
童
館
ま
で

興
幼
児
ク
ラ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン

幼
児
さ
ん
の
ミ
ニ
運
動
会
を
や
る

よ
～
鎧
せ
ん
せ
い
達
は
、
は
り
き
っ

て
る
よ
♪
待
っ
て
ま
～
す
☆

日

時

月

日（
金
）

１１

３０

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

無
料

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
ふ
れ
あ
い
冬
の
会

工
作
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
一
緒
に
楽
し
も
う
鎧

日

時

月
１
日（
土
）

１２午
前

時
～
正
午

１０

対

象

全
利
用
者

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料

１
人
１
０
０
円

申

込

月

日
ま
で
に
代
金
を

１１

２７

添
え
て
児
童
館
ま
で

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

問
撒（

）
１
４
４
０

５4

興
み
ん
な
で
ド
レ
ミ
♪

ピ
ア
ノ
の
先
生
に
よ
る
リ
ト
ミ
ッ
ク

で
す
。
音
楽
と
遊
び
の
コ
ラ
ボ
の
１
時

間
を
親
子
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日

時

月
６
日（
火
）

１１午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

定

員

組
程
度

１５

参
加
無
料

申

込

月

日
～
児
童
セ
ン
タ

１０

１５

ー
へ
（
電
話
可
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

興
あ
お
ぞ
ら
幼
児
ク
ラ
ブ

♪
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
…
な
ん
て
口

ず
さ
み
な
が
ら
一
緒
に
木
の
実
や
落
ち

葉
拾
い
を
し
ま
せ
ん
か
？
と
っ
た
木
の

実
は
写
真
フ
レ
ー
ム
に
変
身
し
ま
す
。

今
月
の
公
園
は
…
《
あ
か
つ
か
自
然

の
森
》
で
す
。
な
ん
ち
ゃ
っ
て
ソ
リ

す
べ
り
も
や
り
ま
す
よ
外

日

時

月

日（
火
）

１１

１３

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
無
料

申

込

月

日
ま
で

１１

１０

※
雨
天
時
の
際
の
連
絡
な
ど
の
た
め

必
ず
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

こどもひろば
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興
工
作
教
室

皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
秋
の
工
作

教
室
鎧
大
好
評
の
ド
ン
グ
リ
ケ
ー
キ

を
作
り
ま
す
鎧

日

時

月

日
～

日

１１

２０

２２

午
後
３
時
～
５
時
ま
で

対

象

全
利
用
者

参
加
無
料

申

込

直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で

興
ぴ
よ
ぴ
よ
ぐ
み

も
う
す
ぐ
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
ね
。

か
わ
い
い
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
り

ま
し
ょ
う
鎧

日

時

月

日（
月
）

１１

２６

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

００

対

象

０
歳
～
１
歳
６
ヶ
月
の
親
子

参
加
無
料

申

込

受
付
中
鎧

興
お
は
な
し
ラ
ン
ド

児
童
セ
ン
タ
ー
に
あ
か
つ
か
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
…
。
参
加
す
る
お
友
達
は

レ
ン
ジ
ャ
ー
レ
ッ
ド
に
変
身
し
て
楽

し
い
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。
レ

ン
ジ
ャ
ー
ピ
ン
ク
・
ブ
ル
ー
・
イ
エ

ロ
ー
怪
獣
は
事
前
投
票
の
結
果
に
よ

り
先
生
た
ち
が
配
役
を
決
め
ま
す
。

月

日
ま
で
は
配
役
投
票
も
実

１１

１７

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

月

日（
金
）

１１

３０

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
無
料

申

込

月

日
ま
で
に
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
）

１１

２４

興
み
ん
な
で
ド
レ
ミ
♪

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
リ
ト
ミ
ッ
ク

で
す
。
音
楽
と
遊
び
の
コ
ラ
ボ
の
１
時

間
を
親
子
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日

時

月
４
日（
火
）

１２午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

定

員

組
程
度

２０

参
加
無
料

申

込

月

日
～
児
童
セ
ン
タ

１１

１２

ー
へ
（
電
話
可
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

興
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
銀
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
児
童
セ
ン
タ

ー
で
も
人
気
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。優

し
い
先
生
と
一
緒
に
汗
を
か
き
ま
し

ょ
う
。

日

時

月
１
日
・
８
日
・

日

１２

１５

日
２２全

土
曜
日

４
回

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

小
学
生
以
上

参
加
無
料

申

込

児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で

（
電
話
可
）

興
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
で《
ビ
ッ
グ
な

プ
チ
ケ
ー
キ
》を
作
り
ま
す
。一
足
お

先
に
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
か

も
…
★

日

時

１
２
月
８
日（
土
）

午
前

時
～
正
午

１０

対

象

３
歳
以
上（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）

参
加
料

１
人
１
０
０
円

申

込

月
６
日
ま
で

１２参
加
料
を
添
え
児
童
セ
ン

タ
ー
ま
で（
電
話
不
可
）

合
同
イ
ベ
ン
ト

興
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

群
馬
県
の
「
向
井
千
秋
記
念
子
ど

も
科
学
館
」
へ
冬
の
星
座
を
見
に
行

き
ま
す
。

日

時

月

日（
土
）

１２

２２

対

象

全
利
用
者（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）定
員

名
程
度

１５

参
加
料

幼
児
５
０
０
円

小
人（
４
歳
以
上
）
８
０
０
円

大
人（
高
校
生
以
上
）
１
１
０
０
円

申

込

月

日
～

１１

２６

参
加
料
を
添
え
児
童
館
・

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

不
可
）

お
知
ら
せ

夏
休
み
中
に
新
橋
児
童
館
と
あ
か

つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー
で《
サ
マ
ー
ナ

イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》を
行
い
ま

し
た
。み
ん
な
で
ご
飯
を
食
べ
た
り
、

宝
探
し
や
ス
イ
カ
割
り
、就
寝
前
の

お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
な
ど
１
泊
２
日

の
短
期
間
で
し
た
が
、盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
が
出
来
る
と
い

い
で
す
ね
。

こどもひろば
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問い合わせ先相談員内容・対象場 所日 時名 称

幼児ことばの

教室

撒（５７）４１８９

言語聴覚士
ことばの発育で気

になる事など

幼児ことばの教室

（町武道館裏）

（窓口：こども教育課）

月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時３０分～正午

午後１時から５時

幼児ことば

の 教 室

こども教育課

撒（５７）４１３８
相談員

児童生徒・保護者

の方の悩み、教育

に関する相談

町こども教育課

月～金曜日
（祝日を除く）

午前８時３０分～正午

午後１時から５時

教 育 相 談

あすなろ教育相談室

撒（５７）４１８９（直通）
相談員

不登校に関する相

談

あすなろ教育相談室

（町武道館裏）

月～金曜日

（祝日を除く）

午前９時～正午

午後１時から３時

あ す な ろ

教育相談室

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
社協職員

生活福祉資金等貸

付・福祉サービス利

用援助・日常的金銭

管理サービスについて

町老人福祉センター

（ホープ館）

月～金曜日

午前８時３０分

～午後５時１５分

生活資金・

地 域 福 祉

権利擁護相談

法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５相談員法的な困りごと

法テラス栃木
宇都宮市本町４－１５
宇都宮ＮＩビル２階
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

月～金曜日

午前９時～正午

午後１時から４時

法テラス栃木

司法書士会

撒028（６１４）１１２２
司法書士

不動産関係、会社関

連、裁判所手続関連、

成年後見関連の相談、

供託、消費者金融会

社等の借金整理

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
小山市城東1丁目6番36号
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

【小山会場】
毎月第３土曜日（要予約）
午前１０時～午後３時
【電話相談】
毎週土曜日
午前１０時～午後３時

栃木県司法書士会

総合相談センター

小山労政事務所

撒0285（22）4032
産業カウンセラー

職場でストレスやメ
ンタルヘルス不調を
抱えている方、その
ご家族や上司・同僚
の方からの相談

小山労政事務所
小山市犬塚３－１－１
県庁小山庁舎３階

毎月第４金曜日
午後１時３０分～

午後４時３０分

働く人のメンタル

ヘルス相談

行政書士会

撒028(635)1411
行政書士

成年後見・相続・遺

言・契約書・許認可

電話相談

撒０２８（６３８）０９１９

月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後５時

行政書士電話

相談センター

宇都宮地方法務局

撒028(623)0926
相談員

近隣間のトラブル、
高齢者に対する虐待、
障がい者に対する差
別や偏見などの相談

電話相談

撒０５７０（００３）１１０

（全国共通）

平日
午前８時３０分
～午後５時１５分

み ん な の

人権１１０番

宇都宮地方法務局

撒028(627)3855
相談員

夫・パートナーから
の暴力やストーカ
ー行為、女性に対す
る差別など、女性を
めぐる様々な相談

電話相談

撒０５７０（０７０）８１０

（全国共通）

平日

午前８時３０分

～午後５時１５分

女性の人権

ホットライン

栃木いのちの
電話事務局

撒028（６２２）７９７０
相談員自殺予防相談

電話相談

撒０１２０（７３８）５５６

毎月１０日午前８時

～１１日午前８時

フリーダイヤル
「自殺予防
いのちの電話」

一般社団法人社会的包
摂サポートセンター

相談員
生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺
念慮などの幅広い悩み

電話相談

撒０１２０（２７９）３３８
２４時間いつでも

よりそい

ホットライン

（社）日本産業カ

ウンセラー協会

撒03(5408)8651

相談員

働く人のメンタルヘ
ルス・ポータルサイト
心の健康確保と自
殺や過労死の予防

インターネットでの相談

http://kokoro.mhlw.go.jp/
２４時間いつでもこころの耳

町消費生活センター

撒(23)１３３３
相談員

契約や取引に関する
消費者トラブル

町産業課内

消費生活センター

平日
午前９時～１２時
午後１時～４時

消費生活相談

※年末年始・お盆などは、お休みの場合もありますので、事前に各問い合わせ先へご確認ください。
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相談コーナー
問い合わせ先相談員内容・対象場 所日 時名 称

新橋児童館

撒（５７）９１５５
子育てサロン相談員子育てについて新橋児童館

１１月５日（月）

１９日（月）

午前１０時～正午

子育てサロン

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００

民生児童委員

保護司

人権擁護委員

日頃の悩みなど日

常生活について

町老人福祉センター

（ホープ館）

１１月７日（水）

２１日（水）

午前１０時～正午

心配ごと相談

あかつか児童センター

撒（５４）１４４０

（１２日）

センター職員

（２６日）

子育てサロン相談員

子育てについてあかつか児童センター

１１月１２日（月）

２６日（月）

午前１０時～正午

子育てサロン

生活環境課

撒（５７）４１３２

人権擁護委員

行政相談委員

人権侵害の悩み、

毎日の暮らしの中

で役所などが行っ

ている仕事に対す

る疑問や相談

町老人福祉センター

（ホープ館）

１１月１４日（水）

午前９時～正午

人権・行政

合 同 相 談

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
弁護士

財産・扶養・土地・

金銭貸借・賠償・

離婚などの問題に

関する相談

町老人福祉センター

（ホープ館）

１１月１５日（木）

午前１０時～正午

（要事前予約）

法 律

（ 弁 護 士 ）

相 談

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
保健師

健康管理や健康指

導について

町老人福祉センター

（ホープ館）

１１月２０日（火）

午前９時３０分

～１１時３０分

健 康 相 談

住民課
撒（５７）４１２７

行政書士

相続や遺言、農地転
用、開発行為など、
役所に提出する書類
や手続に関すること
・予約制
・随時受付先着４名

町老人福祉センター

（ホープ館）

１１月２８日（水）

午前１０時～正午

行 政 書 士

専 門 相 談

野木町地域包括

支援センター

撒（５７）２４００

保健師

社会福祉士

介護支援専門員

高齢者についての

介護相談・総合的

な相談

友沼５８４０－１

町老人福祉センター

（ホープ館）隣

月～金曜日
午前８時３０分
～午後５時１５分

（緊急時は上記以外でも）

野木町地域包括

支援センター

ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林６３０－４

グランツブリーゼ１０８

月～土曜日
午前８時３０分
～午後５時３０分

ライフサポート

センターゆめ

みらい
撒（５７）２６７３

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林３７１－１２
月～金曜日
午前１０時
～午後５時００分

み ら い

健康福祉課
撒（５７）４１７１保健師・栄養士健康・子育てにつ

いて町保健センター毎週水曜日
（受付）午前９時３０分～１１時

健康・育児
相 談

町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

コーディネーター
ボランティアにつ
いて

町ボランティア
支援 セン ター
（きらり館）

火～日曜日

午前９時～午後６時

ボランティア

相 談

健康福祉課
撒（５７）４１９６町職員障がい者虐待につ

いての相談・通報

○町保健センター
○電話相談
（平日）（５７）４１９６
(休日・夜間)
０９０（３２４６）２２６０

（来所）月～金曜日
（祝日を除く）
午前８時３０分
～午後５時１５分

（電話）随時

野 木 町 障 が
い 者 虐 待 防
止 セ ン タ ー
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三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

古
河
市

算
第
７
回

古
河
菊
ま
つ
り

会
場
に
は
約
１
２
０
０
鉢
の
さ
ま
ざ

ま
な
菊
花
を
展
示
し
ま
す
。菊
の
即
売

会
の
他
に
天
ぷ
ら
や
古
河
の
逸
品
の
販

売
も
行
わ
れ
ま
す
。

期

間

月

日
（
祝
・
金
）
ま
で

１１

２３

時

間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場

所

古
河
市
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

ふ
れ
あ
い
広
場
（
古
河
市
駒
羽
根
６
２
０
）

※
開
園
日
・
閉
園
日
及
び
日
曜
日
・
祝
日
に
は
、

菊
む
す
め
が
会
場
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
ポ
ニ
ー
牧
場
も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
古
河
市
観
光
振
興
課

撒
０
２
８
０（

）
３
１
１
１

９２

加
須
市

算
第
２
回

童
謡
の
ふ
る
里

お
お
と
ね
市
民
ま
つ
り

日

時

月

日
（
祝
・
金
）

１１

２３

午
前
９
時

分
～
午
後
２
時

分

３０

３０

場

所

大
利
根
運
動
公
園
（
自
由
広
場
）

内

容

農
産
物
即
売
・
品
評
会
、
模
擬
店
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

な
ど

問
大
利
根
総
合
支
所
環
境
経
済
課

撒
０
４
８
０（

）
１
３
１
９

７２

三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

ゆ～らんど お知らせ
（野木町健康センター）

★ゆ～らんどでは 毎週土曜日に農産物直売

毎週日曜日に菓子パンなどの販売をしております。

出品者の募集も行っていますのでお問い合わせください。

★ヨガインストラクター 馬場純子さんによる やさしいヨガ教室インナービューティーを実施します。

５日（月）１３：００～１４：００ 定員１５名 参加費５００円 ※別途入館料が必要になります。

★のぎコスモスによる よさこいイベントを実施します。 １１日（日）１３：００～１４：００ 新館多目的ホール

★荒井出張鍼灸治療院‘荒井拓郎’氏による手技療法治療を実施します。（毎週水曜日）

★１１月のお風呂 温泉…（男女露天風呂）２４（土）・２５（日）《西那須野温泉大鷹の湯》

ワイン風呂…（男女露天風呂）１０（土）・１１（日）

開館時間10：00～20：00 酒類の持ち込み禁止

都合により、変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

住所 野木町南赤塚１５１４

電話 ０２８０－５７－０７５５

指定管理者 宮ビルサービス（株）

休館日 火曜日



(11)

連
絡
先

○
総
合
窓
口

月
～
金
（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

役
場
生
活
環
境
課
撒
（

）
４
１
５
４

５７

○
配
偶
者
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）は

月
～
金
（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

役
場
生
活
環
境
課
撒
（

）
４
１
５
４

５７

【
緊
急
・
夜
間
は
】

小
山
警
察
署

撒
０
２
８
５
（

）
０
１
１
０

２５

○
児
童
虐
待
は

月
～
金
（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

役
場
こ
ど
も
教
育
課
撒
（

）
４
１
３
８

５７

【
休
日
・
夜
間
は
】

児
童
虐
待
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

撒
０
２
８（
６
６
５
）
３
６
７
７

○
高
齢
者
虐
待
は

月
～
金
（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

役
場
健
康
福
祉
課
撒
（

）
４
１
７
３

５７

野
木
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

撒
（

）
２
４
０
０（

時
間
受
付
）

５７

２４

○
障
が
い
者
虐
待
は

野
木
町
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

（
役
場
健
康
福
祉
課
）

月
～
金
（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

撒（

）
４
１
９
６

５７

【
休
日
・
夜
間
は
】

撒
０
９
０（
３
２
４
６
）
２
２
６
０

み
ん
な
で
防
ご
う

虐
待
・
暴
力

虐
待
は
人
権
を
著
し
く
侵
害
し
、

心
身
の
健
康
ま
た
は
生
命
に
深
刻
な

影
響
を
お
よ
ぼ
す
行
為
で
あ
り
、そ

の
中
に
は
犯
罪
に
つ
な
が
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
行
為
は
、い
か
な
る

場
合
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
だ
け
で
は
な
く
、地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
虐
待
や
暴
力
を

予
防
す
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

早
期
発
見
、早
期
対
応
が
被
害
を

最
小
限
に
お
さ
え
ま
す
。虐
待
を
見

た
り
、知
っ
た
り
し
た
場
合
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。連
絡
さ
れ
た
か
た

の
情
報
は
守
ら
れ
、外
部
に
も
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

月

日
～

日

１１

１２

２５

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
人
身
取
引

な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女

性
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
考
え
、

暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

１１問
こ
ど
も
教
育
課
撒
（

）
４
１
３
８

５７

「
気
づ
く
の
は

あ
な
た
と
地
域
の

心
の
目
」

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
で
す
。

あ
な
た
の
連
絡
相
談
が
子
ど
も
を

守
る
と
と
も
に
、子
育
て
に
悩
む
保

護
者
を
支
援
す
る
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
す
。
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৽̈́事業のࠨॳ

毅子ども手当給付事業……………… 4億3,896万円

毅小山広域保健衛生組合負担金…… 3億4,320万円

毅障がい者自立支援給付事業……… 2億8,452万円

毅公共下水道事業特別会計繰出金… 2億3,954万円

毅常備消防事務委託………………… 2億3,123万円

毅介護保険特別会計繰出金………… 2億1,242万円

毅私立保育園運営委託事業………… 2億 750万円

毅道路新設改良事業………………… 1億3,321万円

毅国民健康保険特別会計繰出金…… 1億1,613万円

毅公立保育所運営事業……………… 1億 187万円

毅文化会館管理運営委託…………… 7,939万円

毅予防接種事業……………………… 6,529万円

９
月
に
開
か
れ
た
、
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成

年
度
の
各
会
計
の
決
算
が
審

23

議
さ
れ
、
一
般
会
計
を
除
く
各
会
計
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
に
お
い
て

は
、
地
方
自
治
法
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
、
項
を
超
え
て
の
不
適
切
な
事
務
処
理

を
一
部
行
っ
た
た
め
不
認
定
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
歳
入
・
歳
出
は
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
不
認
定
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
厳
正
な
予

算
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

決
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が

億
２
５
８
０
万
１
８
４
円
、
歳
出
が

億

７０

６４

３
２
６
７
万
５
５
５
４
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
５
億
９
３
１
２
万
４
６

３
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
２
億
円
を
財
政
調
整
基
金
、
５
千
万
円
を
減
債
基
金
に
繰
り
入
れ
し
、

３
億
４
３
１
２
万
４
６
３
０
円
を
翌
年
度
へ
の
繰
越
金
と
し
ま
し
た
。



公債現在高
増減率（％）金 額事 業 債 名

18.246億5,887万円一般会計事業債

△4.74億5,294万円農業集落排水事業債

0.241億1,712万円下 水 道事業債

0.411億1,749万円水 道 事 業 債

△11.16,142万円町営墓地事業債

7.2104億784万円合 計

※増減率は前年同月末の額との比較

ˍ૽൚̹ͤͅ

ঀ̹̤ͩͦ金

ˍ૽൚̹̦ͤ

負担̱̹税

民生費

76,499円

町民税

73,048円

教育費

35,025円

固定資産税

66,054円

土木費

25,443円

町たばこ税

5,852円

総務費・衛生費・公債費他

112,235円

軽自動車税

1,467円

平成24年3月31日住基人口25,813人より計算

平成24年3月31日現在

(13)

基金現在高
増減率（％）金 額基 金 名

財産現在高
建物（釈）土地（釈）区 分

4,83524,307本 庁 舎

1,0423,290警察（消防）施設その他の

公共施設 4594,890その他の施設

47,2８９229,691学 校

公 共 用

財 産

4982,084公 営 住 宅

41４259,535公 園

23,58９317,911その他の施設

77３73,716山 林 ・ そ の 他

78,899915,424合 計

平成24年3月31日現在

平成24年3月31日現在

１２.１1９億７,７７０万円財政調整的基金

※増減率は前年同月末の額との比較

皆増3,333万円東日本大震災復興推進基金

100.01億 2万円国民健康保険財政調整基金

0.0200万円一般旅券印紙等購買基金

33.5738万円重要文化財野木町煉瓦窯保存基金

△31.74,366万円介護保険給付費準備基金

0.12億5,023万円土地開発基金

※財政調整的基金：財政調整基金、公共施設整備基金、義務教育施設整備基金

0.02億2,643万円地域福祉基金

1.01,009万円災害基金

0.01億6,304万円減債基金

0.21億 337万円まちづくり基金
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貸
借
対
照
表
と
は
？

町
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
保
有
し
て
い
る
財
産
（
資
産
）

と
、
そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源

（
負
債
・
純
資
産
）で
賄
っ
て
き
た
か

を
総
括
的
に
対
照
表
示
し
た
一
覧
表

で
す
。

ま
た
、
資
産
合
計
額
と
負
債
・
純

資
産
合
計
額
が
一
致
し
、
左
右
が
バ

ラ
ン
ス
し
て
い
る
表
で
あ
る
こ
と
か

ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。町

の
決
算
が
、
一
会
計
年
度
の
収

入
、
支
出
の
状
況
を
表
し
て
い
る
の

に
対
し
、
貸
借
対
照
表
は
今
ま
で
に

蓄
え
ら
れ
た
財
産
の
状
況
や
将
来
に

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
入
金

の
状
況
な
ど
を
全
体
的
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
産
合
計
は
約
３
４
４
億
円

貸 方
町民一人当り（円）全体（千円）負債の部

169,121

0

0

19,757

19,757

64,384

518

253,780

4,365,531

0

0

509,982

509,982

1,661,937

13,363

6,550,813

１．固定負債

敢地方債

柑長期未払金

①物件の購入等

②債務保証又は損失補償

③その他

長期未払金計

桓退職手当引当金

棺損失補償等引当金

固定負債合計

13,744

0

0

3,291

17,035

270,815

354,763

0

0

84,948

439,711

6,990,524

２．流動負債

敢翌年度償還予定地方債

柑短期借入金

桓未払金

棺賞与引当金

流動負債合計

負債合計

町民
一人当り（円）全体（千円）純資産の部

117,323

1,071,483

△126,634

1,062,172

3,028,478

27,658,192

△3,268,816

27,417,854

１．公共資産等整備
国県補助金等

２．公共資産等整
備一般財源等

３．その他一般財源等

純資産合計

1,332,98734,408,378負債・純資産合計

借 方
町民一人当り（円）全体（千円）資産の部

435,349
484,960
17,663
32,678
22,954
7,913

118,896
1,120,413

0
1,120,413

11,237,661
12,518,279
455,930
843,505
592,513
204,266
3,069,075
28,921,229

0
28,921,229

１公共資産
(１)有形固定資産
①生活インフラ・国土保全
②教育
③福祉
④環境衛生
⑤産業振興
⑥消防
⑦総務
有形固定資産合計

(２)売却可能資産
公共資産合計

11,992
0

11,992
1,634

37,438
17,386

0
51,887
106,711
120,337

309,549
0

309,549
42,169

966,383
448,783

0
1,339,349
2,754,515

２．投資等
(1)投資及び出資金
①投資及び出資金
②投資損失引当金
投資及び出資金計
柑貸付金
桓基金等
①特定目的基金
②土地開発基金
③定額運用基金
④退職手当組合積立金
基金等計
投資等合計

54,000
6,316
25,803
86,119

5,943
175
6,118
92,237

1,393,913
163,040
666,042
2,222,995

153,398
4,523

157,921
2,380,916

３．流動資産
敢現金預金
①財政調整基金
②減債基金
③歳計現金
現金預金計

柑未収金
①地方税
②その他
未収金計
流動資産合計

1,332,98734,408,378資産合計

※町民一人当りの金額は、バランスシートの金額を基準日（平成24年3月31日）の住基
人口25,813人で算出しています。

資
産
合
計
は
約
3
4
4
億
円
、
負

債
合
計
は
約

億
円
、
純
資
産
は
約

70

2
7
4
億
円
と
な
り
、
町
民
一
人
当

り
に
換
算
す
る
と
1
3
3
万
2
9
8

7
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
資
産
」

学
校
、
公
園
、
道
路
な
ど
将
来
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
社
会
資
本
と
投
資
、

基
金
、
税
金
な
ど
将
来
現
金
化
す
る

こ
と
が
可
能
な
資
産

「
負
債
」

地
方
債
や
退
職
手
当
引
当
金
な
ど

将
来
世
代
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分

「
純
資
産
」

国
・
県
の
補
助
金
や
納
付
さ
れ
た

税
金
な
ど
過
去
及
び
現
世
代
が
負
担

し
た
部
分

๊֚ٛࠗৰచચນ



公営企業会計(消費税含）

差 引歳 出歳 入事 業 名

水 道 事 業

1,191万円3億2,904万円3億4,095万円・ 収 益 的 収 支

賛1億 241万円1億5,703万円5,462万円・ 資 本 的 収 支

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する1億 241万円は、過年度分損益勘定留保資金繰越金9,874万円、
当該年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額367万円で補てんしました。

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

(財)施設振興事業団

差 引歳 出歳 入会 計 名

0万円2,394万円2,394万円一 般 会 計

0万円1億 151万円1億 151万円文化事業特別会計

0万円5,471万円5,471万円健康センター特別会計

0万円1億8,016万円1億8,016万円総 合 計

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

特別会計

差 引歳 出歳 入事 業 名

2億9,868万円25億8,051万円28億7,919万円国 民 健 康 保 険

1,222万円13億5,259万円13億6,481万円介 護 保 険

432万円1億8,409万円1億8,841万円後期高齢者医療

70万円5,104万円5,174万円農業集落排水事業

1,541万円7億6,758万円7億8,299万円公共下水道事業

7,292万円2,131万円9,423万円町 営 墓 地 事 業

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

保 険 給 付 費保 険 税 負 担 額区 分

国民健康保険税負担額

及び給付状況

204,817円75,536円一 般 被 保 険 者
1 人 当 り

354,444円90,962円退 職 被 保 険 者 等

377,543円139,237円一 般 被 保 険 者
1世 帯 当 り

790,410円202,845円退 職 被 保 険 者 等

(15)
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公債現在高
増減率（％）金 額事 業 債 名

2.244億8,731万円一般会計事業債

△4.94億4,160万円農業集落排水事業債

0.641億6,177万円下 水 道事業債

△11.85,759万円町営墓地事業債
△1.210億8,590万円水 道 事 業 債

0.8102億3,417万円合 計

※増減率は前年同月末の額との比較

財産現在高
建物（釈）土地（釈）区 分

4,83524,307本 庁 舎

1,0423,290警察（消防）施設その他の

公共施設 4594,890その他の施設

47,289229,691学 校

公 共 用

財 産

4982,084公 営 住 宅

414259,535公 園

23,589317,911その他の施設

77373,716山 林 ・ そ の 他

78,899915,424合 計

平成24年9月30日現在

平成24年9月30日現在

平成24年9月30日現在基金現在高
増減率（％）金 額基 金 名

平成24年9月30日現在

5.021億7,826万円財政調整的基金

※増減率は前年同月末の額との比較

皆増3,333万円東日本大震災復興推進基金

100.01億 3万円国民健康保険財政調整基金

0.0200万円一般旅券印紙等購買基金

12.9768万円重要文化財野木町煉瓦窯保存基金

△31.74,366万円介護保険給付費準備基金

0.02億5,025万円土地開発基金

0.02億2,643万円地域福祉基金

1.01,009万円災害基金

30.72億1,305万円減債基金

0.01億 337万円まちづくり基金

※財政調整的基金：財政調整基金、公共施設整備基金、義務教育施設整備基金
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【
渡
良
瀬
遊
水
地
で
の
現
地
学
習
】

五
年

小

林

こ

ば
や
し

建

太

け

ん

た

植
物
や
虫
な
ど
の
絶
滅
危
惧
種

が
合
わ
せ
て
八
十
三
種
類
も
あ
り

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
見
学
で
歩

い
た
と
こ
ろ
に
植
物
の
絶
滅
危
惧

種
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
て
す
ご

く
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。

興
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ

今
年
の
七
月
三
日
、
野
木
町
を

含
む
四
県
四
市
二
町
に
ま
た
が
る

渡
良
瀬
遊
水
地
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
湿
地
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。本

校
に
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の

土
で
造
ら
れ
た
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
年
生

が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中

心
に
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
観
察
し
た

り
、
実
際
に
渡
良
瀬
遊
水
地
に
出

か
け
た
り
し
て
環
境
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
ビ
オ
ト
ー
プ
の
観
察
】

五
年

倉

持

く
ら
も
ち

葵
あ
お
い

絶
滅
危
惧
種
の
コ
ツ
ブ
ヌ
マ
ハ

リ
イ
か
も
し
れ
な
い
草
が
た
く
さ

ん
生
え
て
い
た
の
で
、
本
物
だ
っ

た
ら
ビ
オ
ト
ー
プ
は
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。

○
し
ょ
う
ぶ
す
る
一
本
づ
り
で

は
つ
が
つ
お三

年

室

井

む

ろ

い

悠

貴

ゆ

う

き

○
夏
の
朝
水
で
っ
ぽ
う
で

や
り
か
え
し三

年

三

浦

み

う

ら

由

衣

ゆ

い

○
首
を
ふ
り
何
か
を
さ
が
す

せ
ん
風
機

四
年

酒

井

さ

か

い

遥
は
る
か

○
こ
の
暑
さ
雨
が
ほ
し
い
と

空
を
見
る

四
年

薗

部

そ

の

べ

絢
じ
ゅ
ん

○
初
夏
の
日
に
自
転
車
と
ば
し
て

二
十
キ
ロ

五
年

小

川

お

が

わ

駿

亮

し
ゅ
ん
す
け

○
か
に
さ
さ
れ
し
み
る
薬
は

つ
け
た
ふ
り

五
年

長

瀬

な

が

せ

有

里

加

ゆ

り

か

○
武
者
人
形
こ
っ
ち
を
見
て
る

目
を
そ
ら
す六

年

清

水

し

み

ず

千

聡

ち

さ

と

○
一
等
だ
ぼ
く
を
抜
か
し
て

夏
の
風

六
年

富

田

と

み

た

力
ち
か
ら

新

橋

俳

壇

○
な
す
び
が

の
び
た
よ

な
に
ぬ
ね
の一

年

山

本

や
ま
も
と

菜

美

な

み

○
あ
い
さ
つ

う
れ
し
い

あ
い
う
え
お一

年

寺

内

幸

成

た
ら
う
ち

ゆ
き
な
り

○
ふ
し
ぎ
な

ほ
う
せ
き

は
ひ
ふ
へ
ほ一

年

山

岸

良

太

や
ま
ぎ
し

り
ょ
う
た

（
一
年
生
は
言
葉
あ
そ
び
で
す
。

俳
句
は
二
学
期
か
ら
作
成
し
ま

す
。）

○
こ
い
の
ぼ
り
風
を
も
ら
っ
て

お
ど
っ
て
る二

年

知

久

ち

く

彩

花

あ

や

か

○
か
た
つ
む
り
早
く
か
お
出
せ

あ
そ
び
た
い

二
年

関せ
き

孝

徳

た
か
の
り

○
あ
め
ん
ぼ
う
お
池
の
上
で

お
ど
っ
て
る

二
年

池

田

い

け

だ

渚
な
ぎ
さ

興
全
校
で
取
り
組
む
俳
句
作
り

新
橋
小
学
校
の
め
ざ
す
児
童
像

の
一
つ
「
明
る
く
思
い
や
り
の
あ

る
子
」
を
目
指
し
、
児
童
に
豊
か

な
感
性
と
思
い
や
り
の
心
を
育
む

こ
と
を
目
標
に
、
四
年
前
よ
り
俳

句
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

俳
句
は
、
た
っ
た
十
七
音
の
短
い

詩
で
す
。
短
い
か
ら
こ
そ
感
性
を

働
か
せ
て
自
分
の
心
に
ぴ
っ
た
り

の
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
身
の
回
り
の

も
の
や
身
近
な
出
来
事
か
ら
季
節

を
感
じ
、
自
分
の
言
葉
で
思
い
を

表
現
し
て
い
ま
す
。



広
報
連
絡
委
員
レ
ポ
ー
ト
３
１
８

わ
が
ま
ち

野
木
町

広
報
連
絡
委
員

川
元

由
美
子

父
の
危
篤
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
帰

省
し
た
。
病
室
で
家
族
が
揃
い
昔
語

り
を
す
る
う
ち
に
、
終
戦
後
多
く
の

荒
波
を
超
え
て
き
た
が
故
に
、
厳
し

く
窮
屈
と
感
じ
る
教
育
方
針
で
あ
っ

た
こ
と
を
理
解
し
た
。
必
要
以
上
に

避
け
て
き
た
父
に
対
し
て
初
め
て
、

そ
の
歩
ん
で
き
た
道
程
の
険
し
か
っ

た
こ
と
を
思
い
遣
り
、
感
謝
す
る
、

貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
。

代
々
そ
の
地
に
住
み
、
守
り
継
承

す
る
人
た
ち
の
重
さ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
新
天
地
で
何
も
な
い
と
こ
ろ

か
ら
人
間
関
係
を
築
き
、
根
付
い
て

い
く
者
に
は
別
の
苦
労
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
た
ち
も
希

望
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
『
わ
が
ま
ち
・

野
木
町
』
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
住
み

心
地
が
良
く
、
活
気
の
あ
る
街
に
は

自
ず
と
人
が
集
ま
る
。
慣
習
と
新
し

い
考
え
方
の
出
会
い
に
よ
り
変
革
す

る
過
程
に
は
多
く
の
葛
藤
が
あ
る
だ

ろ
う
。
新
旧
住
民
の
ど
ち
ら
に
と
っ

て
も
納
得
の

い
く
、
公
益
に
か
な
う

施
策
が
望
ま
れ
る
。

（18）

野
木
ブ
ラ
ン
ド
紹
介
④

興
野
木
銘
菓
「
ひ
ま
わ
り
娘
」

野
木
町
の
町
花
ひ
ま
わ
り
を
意
匠
と
し
て
商
品

化
し
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
で
す
。

ひ
ま
わ
り
の
種
を
白
あ
ん
に
練
り
込
み
、
卵

た
っ
ぷ
り
の
生
地
で
包
み
、
焼
き
上
げ
ま
し
た
。

表
面
に
も
種
を
の
せ
て
い
る
の
で
香
ば
し
く
、

や
さ
し
い
甘
さ
が
特
徴
で
す

店
主
が
一
つ
ひ
と
つ
丹
精
を
こ
め
て
手
作
り

し
て
い
ま
す
。

お
茶
う
け
に
、
贈
答
に
、
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
私
た
ち
市
民
も
、
で
き
る
こ

と
で

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
必

要
性
を
感
じ
る
。
住
民
だ
か
ら
こ

そ
知
る
野
木
町
の
良
さ
を
外
に
P

R
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
と
、
私
の

所
属
す
る
Ｓ
Ｖ
Ｃ
（
公
民
館
サ
ポ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
は
、
市
外
の

３
団
体
と
連
携
し
て
総
務
省
関
東

総
合
通
信
局
や
栃
木
県
等
の
ご
協

力
を
得
て
「
わ
が
ま
ち
C
M
コ
ン
テ

ス
ト

と
ち
ぎ
大
会
」
を
開
催
し
た
。

入
賞
作
品
は
小
山
テ
レ
ビ
で
実
際

に
作
品
が
C
M
放
送
さ
れ
る
特
典

付
き
で
あ
る
。
今
は
ネ
ッ
ト
で
自

ら
発
信
し
て

い
く
時
代
だ
が
、
そ

こ
に
一
定
の
評
価
基
準
を
設
け
競

う
こ
と
で
、
独
善
性
を
脱
し
、
分
か

り
や
す
く
共
感
を
得
る
内
容
に
磨

か
れ
て
い
く
。
わ
が
ま
ち
C
M
は

今
後
、
活
か
し
方
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た

企
業
が
一
転
し
て
窮
地
に
立
た
さ

れ
る
生
き
馬
の
目
を
抜
く
時
代
。

再
度
町
政
に
臨
ま
れ
る
真
瀬
町
長

に
プ
ロ
意
識
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
私
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
で
き

る
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

参
画
し
た
い
。

野木銘菓「ひまわり娘」

１ヶ１１０円（税込）

○ご希望に合わせて箱詰め

もいたします。

御菓子司 すゞき

ＴＥＬ ５６－０６６２
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1
つ
目
は
小
山
市
に
あ
る
「
西
堀
酒
造
」
の
煙
突
で
す
。

煉
瓦
は
下
野
煉
化
製
造
会
社
製
の
煉
瓦
を
使
用
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
高
さ
は
約

ｍ
で
大
正
時
代
に

14

建
造
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
2
つ
目
は
結
城
市
に
あ
る
「
小

田
屋
」
の
煉
瓦
造
り
の
煙
突
で
す
。
醤
油
や
酢
を
製
造
販
売

し
て
お
り
ま
す
。
煙
突
の
周
り
に
は
補
強
材
も
無
く
自
立

し
て
い
ま
し
た
。
3
つ
目
は
「
武
勇
」
の
煙
突
で
す
。
酒
造

会
社
で
す
。
高
さ
は
約

ｍ
で
当
初
は
現
在
よ
り
高
く
昭

11

和
初
期
に
鉄
製
ア
ン
グ
ル
で
補
強
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

4
つ
目
は
「
結
城
酒
造
」
の
煙
突
で
す
。
明
治

年
の
建
造

36

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
高
さ
は
約

ｍ
で
す
。「
材
料
は

10

下
野
煉
化
製
造
会
社
の
煉
瓦
で
、
職
人
は
古
河
の
方
と
の

こ
と
で
す
」、
と
社
長
さ
ん
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
見
学
し
た
煙
突
は
、
昨
年
3
月
の
震
災
の
影
響
を
受

け
て
亀
裂
が
起
き
、
保
存
の
た
め
い
ろ
い
ろ
な
修
理
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会

「
マ
ン
デ
ー
ト
ー
ク
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」

２
年
に
渡
り
開
催
し
て
参
り
ま
し

た
マ
ン
デ
ー
ト
ー
ク
で
す
が
、
こ
の

度
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
終
了
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
町

民
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、

ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

せ
る
意
見
交
換
の
場
と
し
て
設
定
し

ま
し
た
が
、
思
っ
た
よ
う
な
広
が
り

を
も
て
な
か
っ
た
こ
と
、
参
加
者
数

が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
等
、
反
省
す

べ
き
点
も
多
々
あ
り
ま
す
。

今
後
、
皆
様
の
ご
意
見
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
各
課
窓
口
で
の
対
応
」
や

「
町
政
地
区
懇
談
会
」、「
ご
意
見
箱
」

等
、
様
々
な
方
法
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
折
に
ふ
れ
、
貴
重
な
ご
意
見
を

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

武勇 蔵元 小田屋

結城酒造 西堀酒造

伺
ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
外

町
政
へ
の
ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
今
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

胸
お
手
紙
で

宛
先

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５（
住
所
不
要
）

野
木
町
長

真
瀬
宏
子

行

胸
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

姉
０
２
８
０（

）
４
１
９
０

５７

胸
メ
ー
ル
で

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

「
ご
意
見
箱
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。

煉瓦窯の保存修復費用として、

皆さんの寄附金・募金を受付けています。

産９月末までにご協力いただいた寄附金・募金

寄附金

（内ふるさと納税 2,566,000円）

募 金

計

町内の交通事故

３件数

９
月
累
計

１死者

２傷者

３９
(△８)

件数
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２４

２
(２)

死者
（増減）

４７
(△９)

傷者
（増減）

町内の救急出場

８２
出場
件数９

月
累
計

６９
搬送
人員

５０７
(７８)

出場
件数
（増減）

年
度
累
計
（
前
年
比
）

２４

４６７
(９１)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

２空き巣

９
月
累
計

０自動車盗

２車上ねらい

１自転車盗

７
(△６)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２４

７
(△７)

自動車盗
（増減）

１１
(６)

車上ねらい
（増減）

１９
(△８)

自転車盗
（増減）

問生涯学習課撒（５７）４１８８

７,128,697円

８37,961円

7,966,658円

野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを

未来に残すために未来に残すために！！



平
成

年

月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
４
９
４
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会

●
野
木
町
役
場
政
策
課
秘
書
広
報
係

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

撒
０
２
８
０（

）
４
１
３
４

２４

１１

５７

町
内
古
道
の
路
端
に
は
注
意
し
て
み

る
と
様
々
な
石
塔
、
石
仏
が
見
受
け
ら

れ
る
。
そ
の
地
域
に
住
め
る
人
々
の
暮

ら
し
の
中
か
ら
生
じ
た
、
民
間
信
仰
の

対
象
と
し
て
造
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

よ
く
見
ら
れ
る
の
が
十
九
夜
塔
、
庚

申
塔
、
馬
頭
観
音
、
地
蔵
等
が
多
く
、
地

域
で
は
友
沼
、
南
赤
塚
、
野
木
、
野
渡
と

町
内
全
域
に
わ
た
る
。
造
ら
れ
た
時
代

は
大
半
が
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の

物
で
す
。
か
つ
て
は
「
講
」
と
い
わ
れ

る
人
々
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
集
ま
り

が
各
地
に
見
ら
れ
た
が
、
時
代
と
共
に

自
然
消
滅
し
、
現
在
続
け
ら
れ
て
い
る

地
域
は
少
な
く
な
っ
た
。

俗
に
男
子
の
講
は
農
耕
に
関
す
る

「
庚
申
塔
」、
女
子
は
安
産
子
育
て
に
関

わ
る
「
十
九
夜
講
」
等
と
言
わ
れ
て
い
る
。

広報のぎ


༏
⅛

േ
⅕



詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
（
小
山
市

塩
沢
６
０
４
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
５
（
２
２
）
８
１
８
２

※

月

日（
土
）は
、リ
サ
イ
ク
ル
フ

11

10

ェ
ア
準
備
の
た
め
、粗
大
ご
み
、一
時

多
量
ご
み
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。代

替
日
は

月

日（
土
）に
な
り
ま
す
。

11

17

シ
リ
ー
ズ

野
木
町
の
ご
み
処
理

問
生
活
環
境
課

撒（

）
４
１
３
１

５７

⑫
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等

整
備
基
本
設
計
（
６
）

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
施
設

（
処
理
：
約

ｔ
／
日
）

１０

構
成
市
町
（
野
木
町
、
小
山
市
、

下
野
市
）
か
ら
排
出
さ
れ
る
、
剪
定

枝
を
破
砕
し
て
、
チ
ッ
プ
化
す
る
施

設
で
す
。
処
理
は
、
容
リ
法
対
象
ビ

ニ
プ
ラ
施
設
内
で
行
い
ま
す
。
剪
定

枝
チ
ッ
プ
の
一
部
は
、
生
ご
み
の
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
で
さ
ら
に
細
か
く
し

て
、
生
ご
み
と
混
ぜ
て
た
い
肥
化
し

ま
す
。
防
音
、
防
振
対
策
を
施
す
と

共
に
、
建
屋
内
の
空
気
は
全
て
活
性

炭
脱
臭
装
置
を
通
過
さ
せ
排
気
す
る

な
ど
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
施
設

と
し
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

（
処
理
：

ｔ
／
日
）

３．７

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
は
、
野
木
町
か

ら
排
出
さ
れ
た
可
燃
系
資
源
物
を
民

間
業
者
に
引
き
渡
す
た
め
の
一
次
仮

置
き
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
可
燃
系
資

源
物
の
種
類
は
、
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
、
雑
誌
、
衣
類
・
古
布
、
牛
乳

パ
ッ
ク
な
ど
で
す
。
尚
、
新
施
設
稼

動
開
始
前
ま
で
は
、
可
燃
ご
み
の
積

み
替
え
施
設
と
し
て
利
用
す
る
予
定

で
す
。

み
ず
き
公
園
花
の
会

大
小
計
6
箇
所
の
花
壇
の
自
慢
は
、
グ
ラ
ジ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
美

し
い
ブ
ラ
ン
コ
傍
花
壇
で
す
。
特
に
春
先
、
ぜ
ひ
来
て
見
て
下
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
夏
、
一
部
フ
ェ
ン
ス
沿
い
に
彼
岸
花
を
植
え
込
み
ま
し
た
。

群
生
風
景
を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
な
る
事
で
し
ょ
う
?

夏
の
水
や
り
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
応
援
会
員
切
望
中
！

花
と
緑
い
っ
ぱ
い
運
動




